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平成３０年勝浦町マラソン議会（みかん会議）会議録第３日目 

 

１ 招集年月日 平成30年11月14日 

１ 招 集 場 所      勝浦町議会議場 

１ 開閉日時及び宣告 

   開 議 11月14日 午前９時30分   議 長  篰   公 一 

   散 会 11月14日 午後３時30分   議 長  篰   公 一 

１ 出席及び欠席議員 

  ○出席議員（10名）        

       １番  仙 才   守       ２番  松 下 一 一 

       ３番  美 馬 友 子       ４番  麻 植 秀 樹 

       ５番  松 田 貴 志       ６番  篰   公 一 

       ７番  国 清 一 治       ８番  森 本   守 

       ９番  井 出 美智子       10番  大 西 一 司 

  ○欠席議員（０名） 

１ 地方自治法第121条第１項により説明のために出席した者の職及び氏名 

   町    長  野 上 武 典     教  育  長  市 川 公 雄 

   企画総務課長  山 田   徹     税 務 課 長  久 木 喜 仁 

   福 祉 課 長  岡 本 重 男     産業交流課長  海 川 好 史 

   住 民 課 長  中 瀬 弘 晴     建 設 課 長  松 本 博 文 

   教育委員会事務局長  笹 山 芳 宏             笠 木 義 弘 

   会 計 管 理 者  後 藤 信 之     地方創生推進室長  石 木 正 昭 

１ 職務のため出席した者の職氏名 

   事 務 局 長  河 野 稔 彦 

１ 議事日程（第３号）        

        開議宣言 

   日程第１ 諸般の報告 

   日程第２ 町政に対する一般質問 

１ 本日の会議に付した事件 

勝 浦 病 院 
事 務 局 長 
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   日程第１から日程第２まで（第３号） 

１ 会議の経過 

   別紙のとおり 

            ～～～～～～～～～～～～～～～ 

  



- 113 - 

            午前９時30分 開議 

○議長（篰 公一君） 皆さんおはようございます。 

 きのうに引き続き，更生保護女性会の方が傍聴に見えていただいています。去る１

月27日の町民とのキャッチボールでは，改めて皆さんの活動がよくわかりました。そ

して，いろんなご意見をいただきましたが，今回の一般質問でも参考にしている議員

もおられます。この傍聴を通じてのご意見，感想をまた聞かせていただけたらと思い

ます。 

 それでは，ただいまから平成30年勝浦町マラソン議会みかん会議を開きます。 

 本日の議事日程は，お手元へ配付のとおりでございます。 

            ～～～～～～～～～～～～～～～ 

○議長（篰 公一君） 日程第１，諸般の報告を議題とします。 

 法第121条第１項の規定により，説明者として出席を求めたのは野上町長，市川教

育長，山田企画総務課長ほか関係各課長でございます。 

 以上で諸般の報告を終わります。 

            ～～～～～～～～～～～～～～～ 

○議長（篰 公一君） 日程第２，町政に対する一般質問を行います。 

 通告表の順序に従って発言を許可します。 

 ５番議員松田貴志君の一般質問を許可します。 

 松田貴志君。 

○５番（松田貴志君） おはようございます。 

 昨日の同僚議員の一般質問を聞いておりまして，要点をしっかりと絞って，また的

を射た答弁がもらえるようなわかりやすい一般質問だったので，私自身もしっかりと

論点を絞って，またわかりやすい言葉でゆっくりときょうは質問に臨みたいと思いま

す。そして，傍聴者の方も多く来られてますので，昨日議長のほうには１時間余りと

話はしましたが，少し張り切って長くなることもあるかもしれませんが，どちらにい

たしましても今回この通告表に記してある部分，一応わかりやすく説明していけたら

いいと思いますので，答弁のほうもよろしくお願いいたします。 

 まず初めに，人口減少に歯どめをということであります。 

 先日行われた地方創生特別委員会において，人口減少，特に社会増減の部分におい
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ては計画どおりに進んでいない，また少子化の部分，出生数の部分においても当初の

目標値どおりには進んでいない旨の報告がなされました。そこで，今回はこの人口減

少という部分にスポットを当てて，通告表の順に質問していきます。また，２番目，

３番目と子育て環境，教育環境の充実ということを取り上げておりますが，ここを充

実さすことによって，さらにこの勝浦町の魅力を高め，人口減少に歯どめをかける一

つのメニューをふやしていくという部分にスポットを当てて質問していきます。 

 まず，人口減少の部分で，人口減少に歯どめをかけることに関しては，町外に出て

いかれる方を抑制する，また町外から移住される方をふやしていく，この２つがある

と思いますが，まず移住ということに観点を絞って質問します。 

 勝浦町として移住者というワードの定義をどのように考えているのか，まずこの点

をお聞かせいただきたいと思います。 

○議長（篰 公一君） 海川産業交流課長。 

○産業交流課長（海川好史君） おはようございます。 

 ５番議員さんのご質問にご答弁をいたします。 

 移住者の定義ということでございますが，現在産業交流課のほうで事業をしており

ます移住支援補助金交付要綱の中から，移住者の定義ということでご説明をさせてい

ただきます。この交付要綱の中では，平成27年総合戦略が始まったときでございます

が，４月１日以後に勝浦町に転入した者，または転入する者であって，転入の日から

起算して過去３年以内に住所登録されたことがない者をいいます。ただし，住所を有

する期間が３カ月以内の短期間の場合は，移住者とみなしております。また，地域お

こし協力隊の任に着いた者が任期満了後，引き続き勝浦町内に定住するために住宅を

改修する場合は，移住者とみなしております。ただし，地域おこし協力隊の任期満了

から１年以内としております。 

 以上，答弁とさせていただきます。 

○議長（篰 公一君） 松田議員。 

○５番（松田貴志君） 答弁をいただきました。 

 基本的に，移住されてから３年間という部分であるのかなと思います。ここで，ち

ょっと実際私のほうで伺った話をこれに当てはめますと，先日説明はしましたが，移

住・定住の改修補助金というものを適用させようと思えば，３年以内にその工事に着
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工しなければいけないという部分が係ってきます。また，地方創生の事業の中にある

家賃助成という部分については，現在沼江地区にアパートまた一戸建ての賃貸住宅が

整備されておりますが，そこに関しては３年間は必ず住んでください……。申しわけ

ございません，３年間は家賃助成しますよ，残り２年間，延べで５年間は居住してく

ださいという縛りをつけていたと思います。そこで，その３年間家賃助成を受けて，

さらに５年住まなければいけないという部分を当てはめますと，３年住んでさらに５

年住んだ後で勝浦町で家を建てようかなといった部分には，住まい応援補助金といっ

て定住者に向けた100万円が適用されますが，その５年後に空き家とか，さらにはど

こかの物件を改修して住もうと思ったときの補助事業が適用されないというすき間が

生まれているのではないのかなとちょっと私気づいたんです。その点について確認を

お願いしておりましたので現状を，今の説明で合っているのかどうかの答弁をお願い

します。 

○議長（篰 公一君） 海川産業交流課長。 

○産業交流課長（海川好史君） ご答弁いたします。 

 議員からの質問があったとおり，町の助成住宅の退去後ですが，住民としては新築

助成が受けられると，そのとおりだろうと思います。空き家改修の助成金を受けよう

とする場合につきましては，３年以内に着手する必要があると，申請していただくこ

とが必要になってくるというふうになっておりますので，住宅に３年以上過ぎた後

で，実際に空き家の改修の助成は現制度では受けられないということでございます。 

○議長（篰 公一君） 松田議員。 

○５番（松田貴志君） これに関しては，要は移住者であろうが定住者，もともと勝

浦町で生まれ育って，その町内間を移動したり，どこかへ家を借りて改修して住みた

いという人も，分け隔てなく本来はフォローすべき部分ではないのかなと私自身は感

じております。これはまた後の議論にもつながってきますのでこれで置きますが，こ

ういった矛盾点という部分はしっかりと解消して，またこれから地方創生総合戦略を

見直すに当たってしっかりと重要な部分だと思いますので，踏まえておいてほしいな

と思います。 

 次に移ります。 

 それで，先ほどの話の続きになりますが，地方創生の特別委員会において配付され
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た総合戦略の評価シート，どのようにいろんな事業が計画どおり目標数値に向かって

進んでいるかという検証を行ったシートでありますが，そこで勝浦町に町外から入っ

てきている人口と，勝浦町から町外へ向いて出ていく人口をほぼゼロに持っていくと

いうのが勝浦町の今の目標であります。しかし，ここ何年かは，移住・定住の各種事

業をすることによってゼロ方向に向かって進んでおりましたが，報告によりますと平

成30年度は大きくマイナス方向に振れていたように思います。これについての原因と

いう部分がわかっているならば，答弁をお願いしたいと思います。 

○議長（篰 公一君） 石木地方創生推進室長。 

○地方創生推進室長（石木正昭君） ご答弁申し上げます。 

 勝浦創生総合戦略では，計画期間の最終となります平成31年に転入，転出者が均衡

の状態となり，転入者数から転出者数を引きました人口移動率がゼロとなることを目

標としております。先ほど議員さんがおっしゃったとおりです。 

 なお，総合戦略に関係する期間となります平成26年から平成29年までの本町の転入

者数から転出者数を差し引きました数値を，先ほど議員さんがおっしゃっておりまし

たように，地方創生の特別委員会におきまして，重要業績評価指標，いわゆるＫＰＩ

シートでまとめてご報告をさせていただいたところでございます。なお，平成30年に

つきましては，そのシートの中で36人の転出超過となっており，これも議員さんおっ

しゃるように，特に昨年，一昨年に比較して転出超過者が多い状況となっておりま

す。平成30年分はまだ途中ということもありますので，平成28年，平成29年について

それぞれ９月30日現在のデータで分析をしました。それによりますと，平成30年につ

きましては転入者が９月30日現在61人となっていますが，この数字が平成28年では

90人，平成29年では102人となっています。つまり，転入者数の落ち込みが原因にな

っているものと分析をしております。 

 以上でございます。 

○議長（篰 公一君） 松田議員。 

○５番（松田貴志君） 今の数字に関しては初めてお聞きしましたが，大体予想どお

りかなという部分もありますが，改めて転入者に対する施策がいかに重要かという部

分があらわれた数字なのではないのかなと感じました。 

 そこで，今勝浦町では移住・定住に関してさまざまな事業を展開しておりますが，
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勝浦町が持っている目標とか，また目的，そこを町が考える到達点に対して現状どの

ように推移しているか，どのような認識を持っているかお考えを伺いたいと思いま

す。お願いします。 

○議長（篰 公一君） 石木地方創生推進室長。 

○地方創生推進室長（石木正昭君） 移住支援補助金の活用によります移住者の推移

を見てみますと，平成27年度10人，平成28年度は15人，平成29年度は11人となってお

りまして，平成30年度は10月１日現在で15人となっています。このことから，平成

31年度に10人とするという目標には達している状況となっております。 

 また，宅地造成事業では，この事業により該当の造成しました宅地のほうへ16人の

方に住んでいただく予定となっており，またこの中には就学前の子供さんも含まれて

いることから，小学校の児童減少の歯どめにもつながっていくものと期待していま

す。こうした点も踏まえますと，この総合戦略会議事業，済いません，移住・定住の

面におきましては一定の成果を上げているのではないかと考えております。 

 以上でございます。 

○議長（篰 公一君） 松田議員。 

○５番（松田貴志君） 私自身も一定の成果という部分は認めます。目に見える形

で，特に横瀬の宅地造成については，小学校に入る就学前のお子さんがちょうど今新

たに入居している部分において５名ほど，またその１軒ちょうど今建って，これから

入居されるであろうところにも多分２名ほど，この間子供を連れて家の前でいるのを

見かけたんで，もしかしたらいるんじゃないかなと想像したんですけれども，またも

う一戸あいているところも多分お子さんを連れた方が入居されるようにも思います

が，しかしながらやはり現状においては，社会減となっている部分をこれからどうし

ていくかという部分をしっかりと，先ほど室長も検証されていたように，きめ細かい

数字をしっかりと把握する中で，どのような対策を講じればこの数字を極力ゼロのほ

うに向かって進ませていくのかという部分をこれから考えていってほしいと思いま

す。この点において，私自身は現状移住・定住策，充実はしているものの，なかなか

充実した政策が，移住希望者に対してメニューがしっかり伝わっていないとか，また

県外の方にアピールできていないのではないのかなと，以前からもホームページの充

実，情報発信の強化等を質問してまいりましたが，この点については引き続き努力を
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してほしいなと思っております。特に，まず窓口がどこかわからんという部分は移住

希望者からとったら一番困ることなんかなと思います。現状においては，生名地区に

整備された活性化センターレヴィタかつうらのほうで，地域おこし協力隊ＯＢの方が

窓口対応されていると思います。その方は，もともと坂本地区に整備された体験型，

またお試し住宅である坂本家の管理人もされていた方なので，多くの意見を吸収し

て，いろんなスキルを持って，ノウハウを持って対応されておりますので，現状にお

いてはそこに行かれた方は満足されているのかもしれませんが，実際町内で移住され

る方，またいきなりレヴィタの連絡先がわからん方というのは，一度は役場の窓口担

当のほうに連絡をすると思うんですよ，問い合わせを。そこで，その意向をたらい回

しにするんじゃなくて，１カ所に電話したら全ての説明を聞くことができる，そうい

った仕組みをつくってほしいんです。 

 ここで言いたいのは，特に情報発信の部分，ちょうど今勝浦町のホームページを出

させてもらってますが，最近の移住者の方はやっぱりネットを中心に情報を集める方

が多いと思うんですね。まず，どこから情報を得られるのか。ここでいえば，右の一

番上，ちょっとわかりにくいんですけど，極力暗うにしてくれる，ごめんなさい。移

住・定住サイトと書いとんかな。定住促進サイトか。定住促進サイトって書いてると

ころから入るのかなと思います。また，その下のほうにポータルサイトの部分もあり

ますよね。そこは勝浦町をＰＲするためのサイトなんかなと私は理解してます。なん

で，１番でいえば，その一番右の上の定住促進サイトをいかに目につくような場所に

持っていって，さらに中身を充実さすかという部分は，やっぱり考えていってもらわ

ないかんのかなと思います。あえてここでそのページを開くことはしませんが，実際

情報更新が頻繁に行われているようでもありませんし，後の話にも出てきますよう

に，空き家の情報がここに入っていったら見られるという環境にもなってないのが現

状なんで，この点についてちょっともう一回，担当として今後に向けて積極的に取り

組みを見直してほしいんです。今のままではあかんという危機感を持ってほしいんで

すよ。そこらあたりの認識についてちょっとお聞きしたいんですけど，よろしいでし

ょうか。 

○議長（篰 公一君） 石木室長。 

○地方創生推進室長（石木正昭君） 今，町のホームページを見ていただいて，定住
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促進サイトと，これは移住者向けとなりますが，ポータルサイトでかつうらを下見！

というバナーを用意しております。議員さんおっしゃるように，特にこのポータルサ

イトのほうですが，ぱっと見たで，これ何かなというところはちょっとわからないと

思うんです。移住者向けとか，わかりやすくするような方向で検討してみたいなと思

っております。議員さんおっしゃるように，見やすくなるような工夫をしまして，情

報発信の強化に努めていきたいと思っております。 

 以上でございます。 

○議長（篰 公一君） 松田議員。 

○５番（松田貴志君） もう一点，情報発信の部分もそうですが，移住者の希望を受

け入れる場所，窓口の部分についても，やはり一元化に向けては取り組んでほしいな

と。多分，今の役場の思いからいえば，レヴィタのほうに一元化をしていきたいとい

うふうに私自身も感じてます。さらには，先ほど説明しました地域おこし協力隊ＯＢ

の方はその役割を担えるような人材とも思っておりますが，その人材ありきで事業を

進めていけば，仮にその人材がいなくなったときに，また新たな人材を育てないかん

という部分で困るんです。そういった部分を組織，仕組みをしっかりと整えることに

よって，誰がその位置のポストについても同じような相談事業が行える，そういった

仕組みをつくっていってほしいと思います。これについてはまた今後いろいろ議論し

ていきますし，また私自身も現場の声をしっかりと聞いているのかといえば，少しし

か聞けていない状況ですので，また現場の意見，移住者の意見等を聞きながら，また

この場で議論したいと思いますので，次に移りたいと思います。 

 ここで，先ほどから申しているように，私自身定住人口増加，この人口減少率をい

かに抑えていくかが今勝浦町がしなければならない一番大事なことなんかなって感じ

ております。確かに，産業，農業のこれからの活性化，また所得の増加，また高齢者

対策，いろいろ勝浦町が行う事業はあるかもしれませんが，勝浦町の将来を担う人材

をしっかりと確保していくという点においても，予算また人材等をここの部分に傾注

していってほしいなと，注力していってほしいなと思っております。 

 そこで，現在地域おこし協力隊を農業関係，また観光関係，また農業の営農指導

員，この３点において募集をかけていると思いますが，私が言いたいのは，この移

住・定住の部分に特化した，今は説明した３つの分野での募集をかけておりますが，
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移住・定住に特化した募集を行ってはいかがでしょうかという提案です。さらには，

活性化協会，現状そのＯＢの方がいらっしゃいますが専任とはなっていないんですよ

ね。数々の事業をこなしながら，移住・定住への対応もされている。移住・定住のコ

ンシェルジュという形で，専任の人材はそこへ置くべきなのかなと思います。特に，

地域おこし協力隊の募集分野で，移住・定住に関しての募集は現状少ない状況でござ

います。なんで，全国各地に散らばる田舎暮らし，また田舎で自分の能力を発揮した

いと思う人たちは多くいると思いますので，少ない募集要項を掲げることによって，

こういった人材を確保するのも一つの手なんじゃないのかなと私自身感じます。この

点について課長のほうから考えをお聞かせください，お願いします。 

○議長（篰 公一君） 海川産業交流課長。 

○産業交流課長（海川好史君） 現在ですけども，レヴィタかつうらが移住交流支援

センターに町として指定しており，活性化協会と産業交流課の担当職員が連携して移

住業務を推進しているといった現状でございます。活性化協会の組織強化の中で，移

住専任の担当者の必要性についても検討をしてまいりたいというふうに考えておりま

す。 

○議長（篰 公一君） 松田議員。 

○５番（松田貴志君） なかなか協力隊の募集をかけても応募が少ない現状はよく理

解しておりますが，そういったみずからが移住者であり，またみずからがそういった

いろんな思いを持っている方が担当される，またそういった方が複数いるという強み

というのは，やはり大事なんでないのかなと思います。この点についても，担当とし

て今後引き続き今の課題を整備して，取り組んでいってほしいなと思います。少し時

間が押しておりますので，ちょっとスピードアップしていきたいと思います。 

 現状，多くの事業が勝浦町で行われている中で，行政のサービスとして移住・定

住，いろんな補助事業等もありますが，取り組むには限界もありますし，行政がする

には人材が不足しているのかなと私自身感じております。多くの自治体で民間や行政

が主導して，移住・定住の地域の協議会的なものを立ち上げて，地域の人材や，また

資源を最大限活用できる仕組みの構築が進んでおります。勝浦町もほかの自治体の事

例を研究して，将来にわたってこういった事業が推進できる仕組みづくりに取り組む

べきではないのかなと感じております。特に，民間の資本，活力を活用した中で，行
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政に頼らんでも住民が主体となった移住・定住を進めることによって，さらには地域

に根差した勝浦町のぬくもりのある雰囲気の中で移住者を迎え入れる，そういった雰

囲気づくりも必要なんかなと思います。これについて，国のほうでもそういった組織

づくりについてさまざまな補助メニュー等を用意されているようでありますので，勝

浦町においても行政がするんでなしに，活性化協会でもいいかもしれませんし，さら

には坂本地区なり，またほかの地区なり，地区，地域が主体となったそういった移

住・定住を受け入れるような組織をつくっていくべきなんじゃないのかなと。まず，

うったては行政がある程度リードしていくのも一つの手なんじゃないのかなと私自身

感じておりますが，課長の見解をお伺いします。 

○議長（篰 公一君） 海川産業交流課長。 

○産業交流課長（海川好史君） 近隣の市町村でも，神山町ではＮＰＯ法人グリーン

バレーに，佐那河内村でも一般財団法人さなごうち，上勝町では株式会社いろどり

と，それぞれの組織と役割分担をして，移住業務を推進しておるというふうに認識を

しております。勝浦町では，今活性化協会が中心となっておるといったところで，ふ

れあいの里との連携も進めながら，移住施策，移住業務というものを進めておるとい

った現状でありまして，それぞれの近隣の先進市町村の状況あたりも研究しながら，

今後の活性化協会を中心とした事業の運営に，勉強しながら役立てていきたいという

ふうに考えております。 

○議長（篰 公一君） 松田議員。 

○５番（松田貴志君） 現状では多分あかんのかなというのが数字にあらわれている

し，何かきっかけをつくっていかないかんのかなという，多分問題意識を持っておら

れると思います。これについては，私自身ここで言いっ放しになるんじゃなく，自分

自身が一番問題意識を持っておりますので，もっともっと自分自身研究，勉強して，

さらに深い議論ができるように素材を整えたいと思いますので，またそのときしっか

りと議論したいと思います。 

 次に移ります。空き家対策についてでございます。 

 町の移住支援空き家改修補助金について，現状所有者，使用者でなしに所有者が自

発的に改修工事を実施した事例は何例あるのか説明をお願いします。 

○議長（篰 公一君） 海川産業交流課長。 
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○産業交流課長（海川好史君） 27年度以降でございますが，町の移住支援，空き家

改修補助金，空き家の改修のみについてご答弁をさせていただきたいと思います。 

 空き家の改修件数につきましては，現在までの進行中も含めまして16件の改修実績

がございます。そのうち，所有者や移住者の自発的な改修件数は何件あったかという

ことでございますけれども，一応12件が自発的にしていただいたというふうに認識を

しておりまして，そのうち所有者が９件，移住者が３件，12件の内訳ですけれども所

有者が９件と移住者が３件といったような内訳でございます。 

○議長（篰 公一君） 松田議員。 

○５番（松田貴志君） この数字も事前に聞いておけばよかったんですけど，実際事

業を行った中で自発的にという部分が思ったよりも多かったので，それはそれでよか

ったのかなと感じてます。せっかく今16件行っていて，さらには所有者の方がみずか

らの空き家を利活用してほしいという思いを持ってこの補助事業を活用された。しか

しながら，まだまだ改修補助金の部分についてはＰＲ不足なんかなという私自身思い

を持ってます。少し移住・定住の担当の方と話をしてますと，案内する空き家がまだ

まだ足りないと。数撃ちゃ当たるじゃないですけど，多くの物件を見てもらうことに

よって，一軒でも成立，成約に結びつく可能性も高まると思うんですよ。だから，い

かに空き家を優良なストックとして活用するのかという部分について，町はもっと積

極的にＰＲしていかないかんのかなと思います。 

 ここで，今16件進んでおりますが，この16件の方がどういった思いを持って，また

どういった補助事業を使って，可能ならば幾らぐらいの工事費がかかって，どういっ

た形でどういった方に対して貸しているか，また貸すことになったきっかけ，行政か

らの依頼とか，また知り合い同士の紹介とか，そういったきっかけも含めてある程度

モデルケース的な部分をＰＲすることで，今空き家の対応に苦慮されている住民の方

が，具体的にうちの物件はこのような形で，今回の補助事業を使ったら使えるんかな

というイメージが湧くようなアプローチをしていくべきなんかなと私自身は思うんで

す。この点について，課長，現状の取り組みと，これから何が課題で，どういった部

分を課題の解決をしていくべきなのかなと認識しておられるかの答弁をお願いしたい

と思います。 

○議長（篰 公一君） 海川産業交流課長。 



- 123 - 

○産業交流課長（海川好史君） 課題でございますが，現状として空き家バンクに登

録してすぐに利活用というか，簡単な改修工事ですぐに住めるというような物件が少

ないということが１つ課題でございます。それで，今後周知も含めて新たな空き家バ

ンクの登録を進めていくことが必要だというふうに考えております。 

 それから，議員から質問のありました空き家改修の状況あたりにつきましても，実

際に都会から移住されて生活されてきた移住者の方の改修して住んでるような状況と

いうようなところというものも，空き家の改修事例とあわせて暮らし状況などについ

ても情報発信していき，空き家所有者が空き家バンクに登録して有効活用を促すよう

に周知についても考えていきたいと思っておりますし，またそういった情報を発信す

ることによって，勝浦町への移住のイメージというものも移住を考えている人にも伝

えられるんでないかなというふうにも考えております。 

○議長（篰 公一君） 松田議員。 

○５番（松田貴志君） 結局は空き家を，さっき言うたようにホームページ上でこう

いった物件があるんやなと見比べられる，そういった環境に持っていってほしいんで

すよ，要は。さらには，そこで所有者の関係もあるのでなかなか公開はできんけど，

役場，また活性化センター，あるいはまた仮に新しい組織ができて，そういった窓口

において視覚的に５件，10件，新旧問わず見比べられるような物件を常時用意してお

くというのが大事なのかなと。以前視察に行きました高知県梼原町は，そこを一番大

事にしてるらしいです。町がそこに予算も人材もかけて，移住希望者が来られたとき

には確実に物件が紹介できるように，またその物件を紹介して，成立，成約に至る件

数も多いんですよね。あそこは現状社会増になっております。やはり，こういった取

り組みを集中的にすることによって当初の目的を達成する，行政はそこにこだわらな

あかんのと違うんかなと私自身感じておりますので，具体的な行動として進めてほし

いと思います。 

 この点について，町長，今までの議論を聞いていて，課長，室長それぞれ見解を述

べられましたけど，これって何年も前からずっと議論してきてるんですよね。町長自

身も産業交流課長――当時はその課だったかな――の時代から空き家調査，また空き

家バンク等の答弁，私もこの場で議論させてもらいました。実際，事業が満足に推進

できているのかなという部分においては，私自身はちょっと物足らんなという認識で
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おります。この点に関して，町の重要施策としてこれから勝浦町の空き家については

しっかりと取り組んでいく，移住・定住に向けては希望者に対して満足のいく対応が

できるような部分も提供していく，そこらあたり町長としてどのように考えているの

か，どのような方針を持っているかについて答弁をいただきたいと思います。 

○議長（篰 公一君） 野上町長。 

○町長（野上武典君） 改めましておはようございます。 

 空き家に対しての，また今後の移住・定住の施策に対してということでございま

す。新しい地方創生の国の方針というのがまだ示されてない状況でございます。それ

にもよるかとは思うんですが，今後進めていく移住・定住対策といたしましては，議

員おっしゃるように，空き家の活用というのは必要であると。以前から，私も職員と

して課長としてそういったところに携わったということはあるんですが，ただそれを

やっていく上で，自分もやってきた上で非常に大きな課題といいますか，空き家にな

った家屋を大きな資材を入れて改修して，果たしてまた借りていただけるのかな，そ

の改修した費用が町からの補助金もありするんですが，やはりそこには自分の資財も

含まれていくということとなれば，なかなか難しいんでないかなというふうな思いが

あります。今後，例えば地方創生の中で新たな方針がなされる中で，もし活用できる

ような財源があるのであれば，空き家改修というのはやっていきたいというふうに思

っておりますし，例えば町がそれを借り受けてある程度の改修をして，一部は家賃の

収入，一部は所有者への還元というようなことも考えられるんじゃないかというふう

には思っております。新築の助成については，できれば今後は民間あるいは家賃補

助，そういったものについての対策を考えていきたいというふうには思っておりま

す。 

 こういったことから，今地域活性化協会のほうで，空き家を自分で改修して業者を

通じてそれを販売していく，あるいは貸していくというような事業にモデル的に取り

組もうといたしております。そういった成果も見ながら進めていきたいなというふう

には感じております。あと一年地方創生に余す計画期間が残っておりますが，またそ

の後の課題として見詰めていきたいというふうに思っております。 

 以上でございます。 

○議長（篰 公一君） 松田議員。 
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○５番（松田貴志君） 今，町長が答弁されました町が借り受けて改修を行い貸して

いく，そういった仕組みが一番有効なんでないんかなと私自身は感じてますし，先ほ

ど名前を出した高知県梼原町も，そういった形で事業を進めてます。これは私の思い

なんですけど，移住者向けのアパート建築に１戸当たり300万円，この事業はこの先

続くかどうか知りませんけど，そこに300万円出すんやったら空き家に300万円かけ

て，しっかりと定住者という部分を確保していく，さらにはそこの改築された家で住

みにくくなったら，またこの勝浦町で引き続き住んでいけるような，そういった宅地

の造成であるとか，そういった方向に進むような施策はまた一つのパッケージとして

考えていかないかんのかなと思っておりますので，町長自身前向きな答弁だったと思

います。 

 しかしながら，１点だけ気にかかったのは，国が地方創生という部分を新たな展開

に持っていこうとはしておりますが，ちょっと振り返ってみれば地方創生という部分

に踊らされてきたんでないかなと私自身感じとんですよ。ちょうど議会議員を休んで

いるときに地方創生がうたわれて，全国中で交付金，目当てちゅうたらおかしいけ

ど，その交付金が出るということによってさまざまな事業に取り組んできたと思いま

すが，当初の目的から少しずれたような事業もその中に含まれたり，実際ほんまにこ

れからの勝浦町のためにその事業が必要かという部分を，今回新たに見直す中で整理

していってほしいなと思うんです。国がどういう姿勢で来ようとも，勝浦町はこうす

るんじゃというポリシーはしっかりと持ってこれからの事業に進んでいってほしいな

と思いますので，またこの点について，これから勝浦創生総合戦略の見直し作業に入

ると思うんで，地方創生の特別委員会等で議論していけたらいいかなと思ってますの

で，よろしくお願いします。 

 次の単身者向け……。ちょっと早口になってきました，申しわけございません。単

身者に向けた住宅のあっせん，整備をということでございます。 

 これは先日美馬議員と話はしたんですけど，実際実家から独立を考えている独身の

方とか，町内事業所に勤めている単身者等のためにそういった居住環境を提供するこ

とが，将来の定住を考える上で一つの選択肢を与える重要な取り組みの一つではない

のかなと私自身感じております。現在，町内には空き家とかアパート等は少なからず

ありますが，多くが単身者にはちょっともてあます広目の住居であると思ってます。
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役場，保育園，病院，介護事業所など，町内には多くの単身者が勤める事業所が多く

あり，こういった単身者向けの住宅を整備，またあっせんすることによって，事業者

ごとにより広範囲，町外，県外，日本全国に向けて求人を募ることが可能になるので

はないのかなと思っております。現状，今申しました勝浦病院，また勝寿会，さらに

は現状でいうたらみかん保育園，この３事業所がハローワークに今出している状況か

なと思ってます。残念ながら，住居部分については３業者とも対応できてないんです

よね。仮に，そこに単身者向けの住居，まあ言うたら社宅的な部分が掲載されること

によって，ああ，ほんな住居が確保されているんだったら，田舎暮らしも昔から憧れ

とったし，今自分が持っている技能を生かせられるん違うかなという部分に結びつく

んでないのかなと私自身感じております。ただでさえ求人を出しても反応がないよう

な状況の中で，県内だけの求人じゃなしに，全国的に求人を出すことによって少しで

も幅広い，また数多くの人の目に触れる可能性もできてくるのかなと思います。これ

を行政がするかどうかちゅうのは微妙な部分もあるんですけど，先ほどからの議論の

中で，定住・移住者という部分をしっかりと確保する，将来の勝浦町を担う，またさ

らには勝浦町の保育所も病院も介護施設も将来の勝浦町にとってはなくてはならない

施設なんですよね。そこの人材を確保するという面においても，単身者に向けた住居

の確保という部分は大事な部分ではないのかなと思います。どういった形でその事業

を進めていくかはまたこれからの議論になると思いますが，一つの方策として今後勝

浦町でも取り組むべきではないのかなと感じております。この点について町長に答弁

者として指定しておりますので，町長の見解を伺いたいと思います。 

○議長（篰 公一君） 野上町長。 

○町長（野上武典君） 単身者向けの住宅整備ということで，実は公営住宅という町

がする住宅というのは，今の制度上，単身者向けというのは非常に難しいというとこ

ろでございます。そうであればどうすればいいかというのは，考えられることとすれ

ば民間に頼ることが一番かなと思いますが，もしそうなったときに，町内企業の育

成，また町内にとどまる若者をふやすと。あるいは，町内に来ていただく若者をふや

すというような意味合いであれば，町内で働く方に家賃助成というようなことは今後

考えられるんじゃないかというふうには思っております。町が直接するという面につ

いても検討する必要はあろうかとは思うんですが，今の制度上，調べた限りでは非常
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に難しいというふうな状況でございます。 

 以上でございます。 

○議長（篰 公一君） 松田議員。 

○５番（松田貴志君） 現状において，公営住宅法の中でそういった単身者向け住宅

を整備するのは確かに難しい面はあるとは思いますが，そこはやりようと思います。

町長がおっしゃられたように，町内事業者向けの住宅という部分，そういった町がこ

ういうのをやってみようかという部分を事業者に仮に相談すれば，ある程度そういっ

た意向にも乗っかかってきてくれるん違うんかなと私は思うとんですよ。本来だった

ら，事前に自分がそれぞれの企業にアプローチして，どういった感触だったかという

のをこの場で伝えられたらよかったんですけど，残念ながらそこまでできてません。

町内にはナカテツがあったり，キンキサインがあったり，さっき言うた病院，保育

園，介護事業所もあります。そういった事業所，法人に対して話を持ちかけることに

よって，そういった大きな枠組みの中でそういった住宅整備もできるん違うんかなと

私自身感じてますので，町長もどういった形がいいかは別にして，こういった部分も

一考の価値はあるという部分の答弁だったと思うので，今後も私自身もしっかりと提

言してまいりますし，町としてもそこの部分は大事な部分と思うんです。ちょうど，

ごめんなさい，地方創生の検証シートの中で福祉課長が担当なんやけど，若年世代の

女性が町内にこれから住み続けてくれることによって，しっかりとＫＰＩが達成され

る方向に進んでいくという部分は課長の説明であったと思うんですよ。そこの年代の

女性というのは，先ほど言うた事業所に多く勤務されているという実情もありますの

で，これも踏まえてしっかりと新たな総合戦略，また総合計画の中で考えていってほ

しいなと思います。 

 これも同じような方針なんですけど，次の子育て環境日本一の町ということで，こ

れは町長が公約でも選挙戦を通じて言うていたかな，さらには所信表明においても一

番最初に記されていた部分と思います。これについて，アピールできる体制づくりを

という部分，先ほどの移住・定住の情報発信と一緒で，これについてもちょっとわか

りにくいという部分で，教育長，電気消してくれますか。ちょっと座ってで申しわけ

ないんですけど。まず，これはまたこの間課長と話したんですけどね。子育ての部分

というたらこれぐらいしか出んのですよね，子育て教育の部分で。戻りますよ。ホー
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ムページがあって，勝浦町でどういった施策が受けられるかとなったときに，どこか

ら入るんかなとなるんですよね。ここでここに入ります。実は，島根県邑南町，ここ

は子育てスペース日本一って検索したら，ここが一番上に来るんです。ここのトップ

ページです。町の姿勢，町が町外，町民も含めてどういったことをアピールしたいの

かというのがこのトップページであらわれとんですよね。やはり，こういった情報発

信が大事なんと違うんかなって私は考えております。ホームページのテンプレートを

変えるには多額の費用もかかりますし，ある程度準備期間も必要なかもしれませんけ

れども，以前からこれは私も，また同僚議員もこのホームページは改めたほうがええ

という考えで，ここでいろんな議論をされてたと思います。また，こういう形で今邑

南町はふるさと納税をしっかりと受けたい，さっきやったら子育て支援，さらには医

師を今募集してますよと。診療所の医師を募集してますよと目につくんですよね。子

育て日本一で検索した町は，やはりそういった情報発信，ＰＲの部分についてもそれ

なりの取り組みをしていると思うんですよね。見るからにされてると思います。なん

で，町長自身も先ほども申しましたように，子育て環境日本一を掲げているのであれ

ば，こういった部分も含めて，またこれは石井町，この間も説明しましたけど，石井

町でも，これは別にせんでもええかもわからんけど，あそこは子育て応援だったか

な，応援日本一，何かこういった思いを乗せたのぼりをつくって，公民館か何かに掲

げてました。そういったアピールをせなんだら，せっかく日本一と，実際充実しとう

と思います，勝浦町の子育て支援策は。そういった部分を情報発信することによっ

て，町外，県外，また移住・定住を希望されてる方も，ああ，勝浦町に住んでみても

ええかなと思える一つのきっかけになると思うんで，このページを町長，どう思いま

す。さらには，ちょっと変えていきませんか。がらっと変わると思いますよ。 

 もう一点言わせてもろうたら，これはちょっとひんずなことやけど，最近はホーム

ページを見るより，携帯のスマートフォンでこういった情報を手にする方のほうがふ

えてきよんです。割合からいうたら，けさうちの妻に確認しましたが，スマートフォ

ンから情報を得ている方のほうが多くなってきているそうです。なんで，スマートフ

ォンのページがまたわかりにくいんですよ，勝浦町って。先ほど映しましたが，ちょ

っと画面がちっちゃくなるのでやめましたけど，やっぱりどちらにせよ勝浦町の今の

県が提供しているシステムと思いますが，ここは改めるべきと思います。まずここか
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らやりませんか。ちょっと町長に答弁をお願いしているんで，お聞かせください。 

○議長（篰 公一君） 野上町長。 

○町長（野上武典君） 改めるべく内部で検討したいというふうに思います。 

○議長（篰 公一君） 松田議員。 

○５番（松田貴志君） 簡単な答弁でしたが，とても問題意識を持っておられるなと

感じました。ほんで，実際多分みんな思うとると思うし，多分傍聴されよう方でも見

たことがあると思いますが，何かわかりにくいんですよね，うちのホームページっ

て。勝浦町は何をＰＲしたいんかちゅう部分もわかりませんし，これは場合によった

ら町長がもっと前面に出て，日本一を推し進めよんじゃという部分をもっとＰＲして

もええぐらいやと思うんですよ。ほんだけん，そこらあたりも含めてこのホームペー

ジは刷新するべきやと思いますし，そういった時代に来てると思います。徳島県内に

おいてもこの様式を使っている自治体が大分減ってきてます。確かにまだ残ってはお

りますが，独自のテンプレートを使ったこういったホームページを提供しているとこ

ろがふえてきているので，スマートフォンのページとあわせて改善，改修していくべ

きなんかなと私自身思ってますので，推移を見守りたいと思います。また，機会があ

ればそういった話もしたいと思いますので，しっかりと検討をお願いします。 

 次に移ります。 

 これは誰もが住んでよかったと思える環境整備ということについてなんですけど，

昨日の美馬議員の質問でも少し触れておりましたが，来年31年春から横瀬小学校のほ

うに特別支援教室が新たに整備されるということで，予算も計上されておりました。

この点について，実際今までもさまざまなケースまた相談が勝浦町に寄せられて，そ

ういった保護者，またお子さんの思いをいかに受けとめて，勝浦町で学びを提供して

いくという取り組みがされてはきたと思いますが，やはり十分ではなかった部分もあ

るのかなと感じております。今回，受け入れに当たって福祉課，また教育委員会でさ

まざまな情報を共有してきた，その共有する中で保護者に対してどういった時点でそ

の意思を表明して，勝浦町の学校で学びたい等の意思を表明して，どういった手続を

踏んでこの入学に向けて進んでいくというきめ細かな相談体制ちゅうのも必要なんか

なとこの間感じました。そこで，この点についてマニュアルづくりという部分，実際

マニュアルはできているそうですが，この相談体制の強化，さらには連携という部分
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はちょっと薄かったんでないのかなと思いますので，この点についてももっともっと

福祉課，教育委員会等が連携すべきだったんじゃないのかなと思いますので，これは

今後に向けてです。今後に向けて，勝浦町で生まれ育って教育も受けて，将来にわた

って住んでよかったなと思える町を目指して，誰もが誰もに寄り添って教育を受けら

れるような環境を提供する，そういった仕組みづくりを組み立ててほしいので，この

部分の今後の取り組みについて，教育委員会の事務局長から答弁をいただきたいと思

います。 

○議長（篰 公一君） 笹山教育委員会事務局長。 

○教育委員会事務局長（笹山芳宏君） 教育と福祉の連携については，国からも県を

通じて支援が必要な子供やその保護者が乳幼児期から学齢期，社会参加に至るまで，

地域で切れ目のない支援が受けられるよう支援体制の整備が求められております。特

に，発達障害者支援については，発達障害者支援法の一部を改正する法律が平成28年

に施行されており，個々の発達障害者の性別，年齢，障害の状態及び生活の実態に応

じて，かつ医療・保健・福祉，教育，労働等に関する業務を行う関係機関及び民間団

体相互の緊密な連携のもとに，その意思決定の支援に配慮しつつ，切れ目なく行わな

ければならないとされております。教育委員会と福祉課が主体となりまして，学校と

支援事業所の関係構築の場を設けるとともに，学校教職員の研修会等においても，子

供に係る福祉制度を説明する機会を設けるなど，教育と福祉の連携を推進していきた

いと思っております。 

 以上です。 

○議長（篰 公一君） 松田議員。 

○５番（松田貴志君） これについては，数年前に生比奈小学校でインクルーシブ事

業として勝浦町においても実施されました。そこで得られたノウハウもここに注入し

て，さらには今後こういった議論をこの場でせんでもええような環境づくり，みんな

が安心して子育てまた教育に，子供をしっかりと預けられるような，そういった環境

づくりに努めてほしいなと思いますのでよろしくお願いします。答弁をしっかり受け

取りましたので，今後の推移を見守りたいと思います。 

 子育て環境日本一の部分で最後になりますが，野上町長はことし初めの選挙戦，ま

た所信表明等さまざまな場において，保護者の負担軽減策の部分にも具体的に触れら
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れてきたと思います。そうした中，さらにはさまざまな事業を実施する中で，18歳以

下の子供の数という部分は目標値には届いていない現状であります。出生数からいえ

ば，大体年間40人ずつ生まれて，５年間でトータルで200人を確保したいとの部分も

ありましたが，そこの部分も目標を下方修正するか，また事業を再点検して見直しす

るのか，さらには拡充するのか，いろいろ考えられると思うんですね。町長自身が子

育て環境日本一を目指しているという点，子育て環境日本一をすることによってどう

いった効果が生まれるのか。何を目的にそれをされるのかという部分は，やはり明確

にすべきなんかなと思います。その点とあわせて，実際来年度以降に向けて野上町長

が具体的にどういった施策を推進していかれようとしているのか，この点についてお

考えをお聞かせください，お願いします。 

○議長（篰 公一君） 野上町長。 

○町長（野上武典君） 今後の子育て施策，今回議員がおっしゃるように，日本一と

いう部分を標榜して選挙戦を戦ってまいりました。その中でも，かなり勝浦町の子育

て支援は充実はしていると思います。ただ，育つ子供がどれだけの人に見守られてい

るか，一人一人がどういった人とのかかわりがあるかということで，そのあたりが例

えば３番議員の質問にありましたように，勝浦町内の小学校で学ぶことができなくな

ったというような，残念なことが起きないようにというふうにするためには，もちろ

ん親，それから家族，母親，父親だけでなくおじいちゃん，おばあちゃん，それから

地域の人々がその子供を見守ると。ひいては，行政なり関係機関がその子供を見守る

ということが大事なんでないかというふうに思います。こういった環境ができること

が，今子育てと子供が育つ子育ちという部分において非常に重要でないかというふう

に思います。もちろん，親の経済的な負担というのを軽くするというのは，親にとっ

てはいいことであろうかと思うんですが，それがベストではない，全体から見るとも

っと大事なものがあるんでなかろうか。私ごとですが，２人の子供に子供ができまし

た，私にとっては初孫でございます。見てみますと，１人は県外におるんで一遍見た

だけというようなことですが，私どもがもちろん大事にするより，近所の方が生まれ

たんやってなということで見に来ていただけると，これが一番大事なのかなというふ

うに，初めて孫を持った身で経験することでございます。もちろん，給食費とかそう

いったものについても検討はしていくんですが，自治体の規模に合った経済的に弱い
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家庭の方には支援をする，そうでない方にはまた別の支援があるんでなかろうかとい

うふうにも思います。もう少し私も勉強させていただいて，もっと良いような施策を

打ち出したらというふうに思っておりますので，議員の方々と皆一緒になってご指導

をお願いできたらと思います。 

 以上でございます。 

○議長（篰 公一君） 松田議員。 

○５番（松田貴志君） ある意味精神的な部分でしっかりと子供を見守り，育てるよ

うな環境という町長の思いを受け取りはしましたが，親からしたら，具体的にアンケ

ートをとったら経済的負担の軽減という部分がトップに来るんではないのかなと感じ

とんです。特に，勝浦町においては，子供を保育所に預けるという行為に関しては余

り苦労をせんでもいけるんですよね。途中入所の場合は待ってもらわないかん，また

来年度まで待ってもらわなあかんのがあると思うんですけど，４月時点の入所に関し

ては現時点では対応できている現状なんで，親からしたら残念ながらというか，実際

のところは経済的負担の軽減というのが大きいんです。また，子ども・子育て会議の

中でいろいろ今後議論されていくと思うんですけど，また新たなアンケートもとるん

ですよね，課長ね。子育てビジョンの改定もあります。それについて勝浦町でもアン

ケートをとる予定となっていたと思うんで，そこもしっかりと把握する中で，町長の

思いと保護者の思いを照らし合わせて，ほんまは何が必要なんかという部分をしっか

りと整理して，事業展開をしていってほしいなと思います。 

 確かに，私自身も地域の方に見守られて実際子育てしている立場なんで，そういっ

た雰囲気ができる，町民全体から温かい目で見守られているんやなという思いがある

だけでかなり充実はしている，安心はしている環境なんかなと思ってますので，そう

いった部分とあわせて，実際の保護者の思いもしんしゃくして，事業展開に移してい

ってほしいなと思いますので，もうこれ以上は聞きません。これ以上の経済的な部分

ちゅうのも実際私自身も余り望んでおりませんし，し過ぎたら，一度いろんなサポー

トを受けたらそれを手放すこともできんし，行政もやめることはできんと思うんです

よね。そこはやっぱり慎重になってほしいと思います。本来，子育て支援策は国策と

して，日本国としてすべきことと思います。そこはどこで生まれても同じような子育

て支援サービスが受けられるような環境を整えていくように，町長も話す機会があっ
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たらこんなんは市町村で競争しようような時代と違うと。国がしっかりとそういった

制度設計をしていく，将来の人口の分布も考えながら，政策を打っていくんがほんま

でないかと言える場もあると思うんで，そういったことも言うていってほしいなと思

います。よろしくお願いします。 

 最後になりました。申しわけございません，やっぱり１時間を過ぎてしまいまし

た。 

 最後に，先日就任されました市川教育長さん，おめでとうございます。また今後と

もよろしくお願いします。私自身，中学校のときに技術家庭の先生として，またそれ

以外の部分においてもいろいろ教えていただいた立場として，こういった場で議論で

きるのをとてもうれしく思っております。まだ，私自身も来年改選になりますが，で

きれば引き続きこういった場で，先生ちゅうたら怒られるけど，教育長と議論してい

きたいと思っておりますので，今後ともよろしくお願いしたいと思います。 

 まず，教育長が就任されたということで，２点について今の教育長の方針，思いと

いうのを確認したいと思います。 

 まずは，今新聞紙上でも，連日というたらおかしいけど，数多く掲載されてる記事

になると思いますが，県立高校の通学制度のことについてであります。町長に以前質

問したときには，この部分については問題がある部分もあるので，解消に向けて取り

組んでいきたい旨の答弁があったと思います。新たに教育長となられた市川教育長の

この点，通学制度についての思い，考えという部分をお聞かせください。お願いしま

す。 

○議長（篰 公一君） 市川教育長。 

○教育長（市川公雄君） ただいまご紹介いただきました市川でございます。非常に

年月の流れの速さを感じながら，ここに座っておる立場でございます。 

 ただいまご質問いただいた県立高校の，特に普通科の通学制度，今県のほうで非常

な議論が進んでおりまして，どうなるんかなとは思いつつ，先般の10月30日ぐらいの

新聞でありましたが，大きな変更はなく，20年度，21年度，ここ２年間は微調整でい

くというふうなことが報道されたばかりです。いろんな意見を聞いておりますと，ど

ちらかに完全実施は難しいんだろうなあというふうな記事でございました。 

 私が中学校の教員をずっとしておりまして，そんなことも含めまして今考えておる
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のは，どの生徒も行きたい学校，受けてみたい学校に地域にとらわれず公平にチャレ

ンジできる，そういう体制がやはり一番ベストじゃなかろうかというふうなことを考

えております。事あるたびに，それは県のほうなりいろんな会で主張していきたいと

いうふうに考えております。 

 以上です。 

○議長（篰 公一君） 松田議員。 

○５番（松田貴志君） 教育長自身のその経験，また思いという部分を，事あるごと

にしっかりと主張していってほしいと思います。このことに関しては県全体で考える

ことですので，主張，また少しでも声高に何らかの形で思いを伝えていくという部分

をしつこいぐらいしていくべきなんかなと。結果はどうなろうとも言うていくことが

大事なんかなと思いますので，教育長また町長のほうも，そういった機会があればこ

の点について，子供が希望した学校には条件は関係なく一律で進学先を選択できる，

そういった条件を整える方向に向かって努力していってほしいと思います。 

 続いて，勝浦町においては，勝浦中学校で校長をされていたし，ずっと教員もされ

ていたので，よく児童数，生徒数の推移は把握されていると思います。ここでも多く

議論してきましたが，特に横瀬小学校においては80人を切るような状況になっており

ます。たまたまなんですけど，しつこいようですけど，私の次女の学年，今３歳なん

ですけど，横瀬小学校の学年に，仮に横瀬小学校にそのまま上がったら，今のところ

５人の予定なんですね，出入りがなかったら。さあ，その５人がどういった環境で学

ぶのかなと，昔坂本小学校でそういった状況はあったと思うんですけど，今まで横

瀬，生比奈に関してはなかなかそういった環境がなかったという部分で，いろいろ工

夫も必要なのかなと。あえてここで聞いているのは，これからも努力はしてもなかな

か子供がふえることは難しい。現状維持でずっといく環境の中で，今後この小学校の

あり方，昔から議論されておりますように，複式学級になるような状況であれば統合

も考えないかんなという元の教育長の話もあったんですね，議論もあったんです。そ

ういったことも踏まえて，今市川教育長が今後の小学校のあり方についてどのような

思いを持っているのか，この点について聞かせてください。お願いします。 

○議長（篰 公一君） 市川教育長。 

○教育長（市川公雄君） この問題につきましては，本当に大分以前からいろんなと
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ころで，大きな声ではございませんが心配していただく声を，私が中学校の教員して

おりました段階からもよく聞いておりました。これ小学校に行けるんでと，統合せな

あかんの違うんでと。そんな声をずっと聞いておりまして，それが少しずつ，今の現

状を見ておりますと現実化しつつあるかなというのを聞くんもあるんですけれども，

私は根本的にはやっぱり横小，生小，伝統のあるそれぞれの小学校が，横小はよく学

び，よく遊び，生小は一人はみんなのために，みんなは一人のためにと，それぞれの

学校の校訓を持ってやってきております。それを生かしながら，勝浦町としたら，私

があと長い先まで見ますとわかりませんが，現状のところは統合ということは考えて

おらず，両小学校が特色を生かして，そこの卒業生がそのまま勝浦中学校に入学し，

しっかり勝中生として卒業していきたい，いかせてやりたい，そういう思いを持って

おりますので，統合という点につきましては現在はまだ考えておりません。 

 以上です。 

○議長（篰 公一君） 松田議員。 

○５番（松田貴志君） 確認させていただきました。 

 たまたま私の次女の学年が現状６人，５人になるんですかね。５人の状況であっ

て，その前後は10人ぐらいはおりますので，今と大差はないのかなと思います。しか

しながら，その少人数学級になったら，教員されていたんでわかると思いますが，い

ろんな事業を進めるに当たって不都合な部分も出てくると思うんですよ。そういった

部分は教育委員会としても学校側にしっかりと配慮をして，何か工夫してその弊害の

部分を補う施策があるならば，そういった部分もちょっと工夫を凝らして取り組んで

いってほしいなと思ってますので，またこの点に関しても，３年後うちの次女が小学

校に入ります。そのときにさあどういった形になるのかなって，今ははっきり想像で

きんのですよ。また，具体的に近づいてきたら議論したいと思いますので，そのとき

はよろしくお願いします。 

 最後です。勝浦町教育大綱，前教育長のもとでつくられてます。また新たに来年度

に向けて，31年度に新たな教育大綱をつくられることになると思いますが，新教育長

として教育大綱の見直しに向けて，どのような思い，施策を取り入れていこうと思わ

れているのか，最後にお聞きしたいと思います。 

○議長（篰 公一君） 市川教育長。 
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○教育長（市川公雄君） 今現在の教育大綱も前教育長から引き継ぎまして，プリン

ト類に目を通させていただいておるところでございます。何回も読ませていただきな

がら，この中で大きくは私も共感するところばかりでございますが，今現在私が勝浦

のためにどういう教育をと言われたときに，一つの答えをここで提示したいと思いま

す。 

 全て一言でいえば，人づくりであろうかと思います。勝浦らしい人間をつくるため

に，勝浦らしい教育を充実させたい。そのための基本はやはり学校教育であるという

ふうに考えております。それではどのような学校教育，例えば児童・生徒にとりまし

てはきょう一日が本当に楽しかったなと思える学校，保護者にとりましては子供を安

心して通わせられる学校，教職員にとりましては勤めてよかった，勝浦に住んでよか

った，また勝浦で勤めたい，そんなことを思ってもらえる学校，そして地域の皆様か

らは応援してもらえる学校，と同時に地域を元気づける学校でもありたい。そんない

ろんな人たちの思いや考えを共有しながら，勝浦でよかったなというふうに思えるそ

ういう学校をつくる，そのための人づくりを，あるいは教育委員会としては考えてい

きたいというふうに考えております。 

 私，今回初めてこういう議会のほうに参加させていただいて，きのう，きょうとま

だ終わっておりませんが，皆様方の議論を聞いておったときに，考えていることはみ

んな一緒やなというふうな思いがよくします。やっぱり勝浦でよかったなと，ここで

生まれてここで生活してよかった，そんな思いを持ったそのベースとなるのはやっぱ

り学校教育かなというふうな思いでおります。いろんなことをまた今後以降もお世話

になろうかと思いますが，全て教育長頑張れというエールと受けとめまして，しっか

り頑張っていきたいと思います。 

 以上でございます。 

○議長（篰 公一君） 松田議員。 

○５番（松田貴志君） 熱い思いを私自身受け取りましたし，思いは同じであると思

っております。この議論の中で感じたんですけど，町長，教育長の思いも同じ方向を

向いてるし，同じ思いを持っているのかな，しっかりと意思疎通をして，議会と行政

は車の両輪に例えられますけど，教育と行政の部分もしっかりと融合して，人づくり

に邁進してほしいと思います。 
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 拙い質問になりましたが，またこういった場で質問，また多くの傍聴者が来たとき

に，もっとその傍聴者がわかりやすいような言葉遣い，また話すスピード等をしっか

り考えて，準備をして議論に臨みたいと思います。 

 これで一般質問を終わります。ありがとうございました。 

○議長（篰 公一君） 以上で５番議員松田貴志君の一般質問は終了いたしました。 

 議事の都合により，休憩とします。 

            午前10時51分 休憩 

            午前11時05分 再開 

○議長（篰 公一君） それでは，休憩前に引き続き会議を開きます。 

 ４番議員麻植秀樹君の一般質問を許可します。 

 麻植秀樹君。 

○４番（麻植秀樹君） ただいま議長の許可をいただきましたので，４番議員，一般

質問を始めたいと思います。 

 初めに，勝浦中学校は2012年に新築になったわけでございますが，至るところでふ

ぐあい等が見つかっておることは皆様ご承知のとおりだと思います。そこで１つ，ま

ずは教育長に１つだけお聞きをしたいと思うんですけども，教育長が現職のときには

雨漏れ，水漏れというのはあったんでしょうか。あったかないかだけで結構です。 

○議長（篰 公一君） 市川教育長。 

○教育長（市川公雄君） 私はあの校舎で２年間お世話になりました。赴任したとき

の台風のときから雨漏りはございました。 

○議長（篰 公一君） 麻植議員。 

○４番（麻植秀樹君） 新しい中学校はグッドデザイン賞を受賞して，最高の建物と

いうことでそういう鳴り物でできとったわけなんですけども，今教育長がおっしゃい

ましたように，そのときから漏れよったと。ずっとこれ漏れとるんですね。ここで１

つ目に，水漏れは完全にとまったんかということを聞く前に，間違いなしにとまって

おらんちゅうことで，さあグッドデザイン賞でよかったよかったということで，多額

のお金をかけてして建てたんですけども，これ責任の所在ちゅうんはどのようになっ

てますか，局長。 

○議長（篰 公一君） 笹山教育委員会事務局長。 
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○教育委員会事務局長（笹山芳宏君） 責任の所在ということで，まだどこにあるか

ということまではわかっていないんですけれども，施工業者である戸田建設から設計

者である大建設計さんにも来ていただいて，現場も見ていただき，双方の話を聞いた

ところではございます。一応対応策というふうなものは出していただいて，被害があ

るたびに現在のところは施工業者である戸田建設の担当が来校して，無料で修理をし

ております。施工業者として責任を感じて実施してくれていると思っております。 

 以上です。 

○議長（篰 公一君） 麻植議員。 

○４番（麻植秀樹君） 施工業者が責任を持ってちゅうことでやってくれておるちゅ

うんですけども，これも水が漏れかけても大分になるんですよね。そうしたら，いつ

までに直すんですか，これ。そういう話はできてないんですか，できとんですか。責

任所在ちゅうことで，一応今おっしゃった建設会社に言うておるちゅうんですけど，

いつまでに完了するとかという話ちゅうんは決めてないんですか，決めとんですか。 

○議長（篰 公一君） 笹山事務局長。 

○教育委員会事務局長（笹山芳宏君） いつまでということについては決めておりま

せんが，雨漏りがあったときには施工業者に連絡して修理をしてもらっていますの

で，その時点では修理が完了して終わっているという認識ではいるのですが，また次

の大雨，横殴りの雨とか台風のときにはまた雨漏りが生じているというふうなことを

繰り返して，現在に至っているというふうな状況でございます。 

○議長（篰 公一君） 麻植議員。 

○４番（麻植秀樹君） これ堂々めぐりで，時によってはパソコンとか電子機器と

か，そういうような機器に雨漏りなんかしたら皆だめになるんですよ。今校長室と一

部のところだけですけど。局長が今局長の間に，きっちりこの雨漏りに関しては食い

とめるちゅう気持ちはありませんか。 

○議長（篰 公一君） 笹山事務局長。 

○教育委員会事務局長（笹山芳宏君） 私が勤めているといいますか，事務局長のう

ちということは，いつまで，そういう意味では異動もあるかもわからんので余り言い

にくいんですけれども，しかるべく早く，当然私がいるうちは一生懸命努力しまし

て，建築の専門家等とも相談しながら，早いうちの収束に向けて努力をしたいと思っ



- 139 - 

ております。 

○議長（篰 公一君） 麻植議員。 

○４番（麻植秀樹君） いやいや，だからいつ異動があるかもわからんのんであれ

ば，なおさらスピーディーに早くせんといかんでしょう。今までずっと，このままず

っと漏れっ放しできとんですよ。異動があれば後は知らんちゅうんでは，これは困る

んですよ。自分が局長のうちにぎっちりこの件は収束をさせるちゅう気持ちはありま

せんか。 

○議長（篰 公一君） 笹山事務局長。 

○教育委員会事務局長（笹山芳宏君） 当然，そのつもりで努めさせていただきま

す。 

○議長（篰 公一君） 麻植議員。 

○４番（麻植秀樹君） これで全部で，そのつもりで対処していただけるということ

で，これはもうよろしくお願いしたいと思います。 

 それと，次に入るんですけども，昔は僕は自分らも同じですけども，秋から春前ま

でにかけて，生徒のときにクラブ活動なんかして遅くなったときに，道が暗うて危な

かったなちゅうことで思いよったんですけども，最近また，一応勝浦川の堤防には何

カ所か，明るくなっているからね，いいんですけども，夜間，夕方，暗うなって，勝

浦川の堤防以外に，生徒が学校から暗うなって帰るときに，何カ所も見てはくれとる

と思うんですけども，安全と考えてますか。また，安全でないところちゅうんは把握

はできてますか，局長。 

○議長（篰 公一君） 笹山事務局長。 

○教育委員会事務局長（笹山芳宏君） 程度の問題もあろうかと思いますけれども，

児童・生徒の交通安全は全町民の願いでもありますし，交通安全対策会議等で，危険

なところ等がありましたらいろいろな対応をしていただいているところでございま

す。どうしても冬場は暗くなるのが早いので，夏場よりは交通安全に留意しなければ

ならないと思っております。中学校に問いますと，星谷橋とか自転車道がないところ

が危険かなというふうなご意見はいただいております。 

 以上です。 

○議長（篰 公一君） 麻植議員。 
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○４番（麻植秀樹君） 教育委員会としては，ここが危険やなとかというところちゅ

うんは把握はしてないんですか。また，チェックなんかは行ってないんですか，通学

路と考えられるところ。 

○議長（篰 公一君） 笹山事務局長。 

○教育委員会事務局長（笹山芳宏君） 現在のところ，保護者の方とか先生方とか危

ないところがあるというふうなお話を聞きましたら，一緒に回ったりもしておりま

す。それから，一般的な話でございますけれども，周期的に巡回等はしておりますけ

れども，これといって今のところ危険というところの把握というのは，教育委員会の

事務局としてはしておりません。夜間の暗いことに関してですね。 

○議長（篰 公一君） 麻植議員。 

○４番（麻植秀樹君） 教育委員会としては把握してないちゅうんは，これおかしい

んですよ。ましてや，昼の明るいときは車だけで気をつけとったらええことなんです

けども，夜間が一番危ないんですよ。中学校の水漏れにしても，この中学生，小学生

はそんなに遅くなることはないんですけども，ちょっとおかしいね。ということは，

他の課とも危ないからこうしてくれちゅう横の話ちゅうんもできてないわけやね。 

○議長（篰 公一君） 笹山事務局長。 

○教育委員会事務局長（笹山芳宏君） 先ほども申し上げましたように，危ないとい

うふうな認識があったところにつきましては，道路のことでしたら建設課とか，交通

安全施設につきましては事務課の交通安全対策とかに申し入れを行って，改善を要請

しております。 

 以上です。 

○議長（篰 公一君） 麻植議員。 

○４番（麻植秀樹君） 夜は暗かったら危ない，簡単なんですよ。暗いところには何

をするか，防犯灯しかないんですよ。だから，各課の横のつながりを持って，教育委

員会が晩に行ったって別にあれでしょう，悪いことないでしょう。そこで，横のつな

がりで各課，ポイントポイントの中に話をしといたら，事故があってからでは遅いけ

んね。中学生が自転車で帰りよって，転げ込んでけがしたとかというたら，教育委員

会としても格好悪いんですよ。そこで，危険と考えとるところ，以前も一般質問でも

話はしたんですけども，いろんな至るところがあると思います。それも保護者の方，
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また教育委員会等，それから生徒から聞いてもいいし，聞いて場所を確認して，危な

いなと思うところには最低限明かりが欲しいよね。 

 そこで，以前も何度か話はしました。危険と思われる通学路については，防犯灯を

どなんぞ早いうちに設置をしていただきたいなと考えております。防犯灯となってき

ますとまた課が違ってきますので，総務課長に答弁をお願いします。 

○議長（篰 公一君） 山田企画総務課長。 

○企画総務課長（山田 徹君） 防犯灯の担当課といたしましてのご答弁になろうか

と思います。 

 今まで防犯灯の新設につきましては，従来認めてきておりません。しかしながら，

以前に現町長が見直しについて言及もいたしたところでございます。これを受けまし

て，新設について全てができるというようなことでは当然ございません。順位をつけ

てどうこうではございますけれども，平成31年度予算に新設についての予算を計上す

るべく進めていく予定といたしております。ただ，先ほども申しましたように，予算

にも当然限りがございます。順次，必要なところを取捨選択しながらしていくという

ことでご理解をいただきたいと思います。また，こちらに関しましては，予算という

ことで議会の皆様にもご理解，ご協力をお願いしなければならないと思います。新年

度予算のときにはまたよろしくお願いいたしたいと思います。 

 以上でございます。 

○議長（篰 公一君） 麻植議員。 

○４番（麻植秀樹君） ありがとうございます。すぐにたくさんの予算というか，ど

こにでもちゅうわけにいきません。それは十分私もわかっておりますので，危ないな

と考えられるところから順次予算化してつけていただきたいと考えております。一議

員としても一生懸命そのことについては頑張っていきたいと，協力をしていきたいと

考えておりますのでよろしくお願いします。 

 次に参ります。 

 ことしの台風21号において，みかんの成木，一番もうけ頭の木がばったばったとな

ぎ倒れたり，また折れたりということが勝浦町の園地各地で発生したわけでありま

す。そこで，勝浦町はみかんで町をアピールもしておりますし，町も力を入れており

ます。そこで，これまたみかん，倒木，それから折れたり抜けたりした木を植えかえ



- 142 - 

せんといかんのですけどね。そこで，植えかえに対する購入の補助金額を産業課長に

お聞きしたいなと。よければ，今まではこれぐらいであったけども，これからどうす

るかということをお聞きしたいと思います，産業課長。 

○議長（篰 公一君） 海川産業交流課長。 

○産業交流課長（海川好史君） みかんの苗木のご質問をいただいております。 

 現状でございますけれども，国の果樹経営支援対策事業，いわゆる国補事業でござ

いますが，こういった事業を原則的には優先して推進をしておるという現状でござい

ますが，ただこういった事業に適用にならない場合，小規模に枯れた枝を植えかえる

とか，今回の台風のような被害によって抜けたり枝折れが起こったりといった形で傷

んだみかんを植えかえる場合については，町単の補助事業を制度化をしております。

この町単事業につきましては，20本以上の植えかえを実施する場合に補助対象となる

ような形になってございまして，購入費に対しまして２分の１以内で上限15万円とい

う形での助成をいたしておるといったところが現状です。 

 それから，従来この補助金については，実際に１年生と２年生といった形での苗木

の区分がございました。ただ，農家にとっては実際に支援していたものについては，

安い単価に合わせて２分の１を助成していたといった運用をしてございました。実態

的には，今の時代といたしましては農家も２年生の苗木を植えて，未収益期間をでき

るだけ短くしたいといった思いから，２年生の苗木を農家自体が購入して植えておる

といったような現状でございますので，町といたしましても農家の要望あたりも勘案

しながら，今の現状に合った形の単価に対しての２分の１というような形での単価設

定を考えていきたいというふうに思っております。 

○議長（篰 公一君） 麻植議員。 

○４番（麻植秀樹君） そしたら，今最初に言うた20本以上，２分の１補助の上限で

15万円までと。そこで，１年生，２年生の苗木の単価が違うわけですけども，その中

に２分の１を補助するんは一番安い，１本でも安い単価があればそれが基本になるわ

けやね。だから，私が思うんは，よしんばできることならば，１年生苗，２年生苗も

あるんですけども，購入してきた領収証の２分の１の上限15万円というのはできるん

かなと。どうですか，課長。 

○議長（篰 公一君） 海川産業交流課長。 
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○産業交流課長（海川好史君） 購入額に対してというご質問だと思います。 

 従来につきましては，先ほどご答弁いたしましたように安い，１年生の単価に対し

ての２分の１を一律に支援していたという状況でございますが，先ほども申し上げま

したように，実際の農家としては２年生の苗木の要望をしておるといった状況がござ

いますので，実際には２分の１といいましても３分の１ぐらいの助成になっておった

というのが現状だろうと思ってますので，今後１本当たりの上限単価の設定とあわせ

まして，購入単価，幾らでも高いものを購入したら，高いものに対して２分の１を助

成するという考え方ではなくして，一般的な苗木の２年生の購入単価というような上

限単価を設けた上で，実際の購入価格に対しての助成ができるように見直しを考えて

いきたいと思っております。 

○議長（篰 公一君） 麻植議員。 

○４番（麻植秀樹君） それやったら，課長，苗木の１本当たりの上限を決めて，農

家が購入した領収証の２分の１，補助の上限が15万円ちゅうことでというのはなかな

か難しいんですか。今の話やったら，２年生苗で際限なく高い苗木を買った場合で

も，その半分になっては予算の面もあるからちゅうことだろうと思うんですけども，

２年生苗，また１年生苗でも上限額を決めておけば，それは高いのにこしたことはな

いちゅう農家の人もおいでるだろうと思うんやけどね。上限の金額を決めて，それで

購入金額の２分の１としたほうが農家も助かるん違うんかなと思うんです。なぜかと

いいますと今回みたいに，わかりませんよ，来年どれぐらいの台風が来るかわかりま

せんけども，たちまち来春には植えかえしとかないかんのよね。こういう補助金を毎

年使うというんは，農家としても一番つらいところなんだろうと思うんよね。だか

ら，たちまち今回たくさん，恐らく相当なところでないか，パアになっとんよね。 

 ほなけん今回はどんと，町も支援しよるぞちゅうところを見せてもほしいんです

わ。町長，私は思うんですけどね。苗木の上限ちゅうんを決めて，今回ちゅうのはお

かしいけど，特例ででもしてあげたらええ，断り方やと思う。農家はありがたいと思

うんやけんど，町長はどないに，どういうようにお考えですか。上限を決めて２分の

１の，金額は15万円以内と。 

○議長（篰 公一君） 野上町長。 

○町長（野上武典君） 苗木の購入補助ということでございますが，勝浦町の場合，
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普通温州，その優良品種ということで推奨の品種がございます。それらの補助につい

て，今まで１年生苗木について１本当たり幾らというような単価でしているというふ

うに思います。それを２年生も含めて，どうしても２年生になると１本当たりの単価

は高くなるということで，やはりそこで農業の技術者会なりのご意見は聞きながらで

ございますが，優良品種等につきましての補助につきまして，今回大きな被害を受け

た園地もかなりあるということをお聞きいたしております。後々財政的にもかかわる

んですが，まずそれぞれの，議員おっしゃるような１本当たりの上限単価というの

は，販売機関等に十分聞きながら設定をして，その２分の１というようなところは検

討に値するかなというふうに考えております。 

 以上でございます。 

○議長（篰 公一君） 麻植議員。 

○４番（麻植秀樹君） 上限というのは，実質上限を決めて，上限以上の苗木になれ

ば２分の１にならんちゅうのはわかっとんですけどね。１年生苗，２年生苗ちゅうん

は家によって，農家によって違うと思うんです。ほこらも，１年生苗にしても２年生

苗にしても補助は支援してもろうて，この中のネックちゅうんがＡ社が1,000円，Ｂ

社が1,000円で，Ａ社が1,000円，Ｂ社が800円，Ｃ社で売っとんが仮に500円となった

ときには，２分の１の補助にするんはＣ社の500円の２分の１になるんです。さっき

も言うたように，片や1,000円の苗木を買うたんと500円の苗木って，家によったら

1,000円で買うたところも２分の１で500円してくれるなと思うとんが，500円の一番

安いところで買うたら，それは250円になる。1,000円で買うたかて４分の１の補助に

なる。そういうようなばらつきがあっては困るなと。農家もええ苗木を買うて早う大

きいにしたいちゅうんもあるし，そこの安いほうの金額に合わすちゅうんをやめても

ろうて，できれば農家が持って行った領収証の２分の１，上限は15万円ちゅうところ

に見直してほしいなというんが，ぶっちゃけたところは私が言いたいところなんで

す。その辺は，できれば早いうちに変えるちゅうことは可能ですか。 

○議長（篰 公一君） 海川産業交流課長。 

○産業交流課長（海川好史君） 先ほどちょっと私の説明が十分に伝わってなかった

というところで，答弁が不明瞭になったことをおわびをしたいと思うんですけれど

も，私がお答えしておることについては，議員からの質問の内容を意思のとおりのお
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答えをしたつもりでございますので，上限価格の設定というのは，あくまで今さっき

おっしゃられたように単価にはいろいろなことがあるということで，単価を著しく超

えた場合について，どこまでも２分の１を助成するというのは不公平感が出てくると

いうところもありますので，ある程度の２年生の平均的な単価のあたりについては，

ほの購入単価に対して２分の１を助成していくというような形での見直しをしたいと

いうことでございます。 

○議長（篰 公一君） 麻植議員。 

○４番（麻植秀樹君） はいはい。どなんぞそこら辺はええようになるようにお願い

します。 

 続いて，空き家バンクの登録ということで，この間議員視察で東彼杵町にちょっと

お邪魔しとったんですけども，いろいろそこの町長はなるほどじゃなちゅうようなこ

とをいろいろ教えてくれまして，今書いてますのが，町内を調べて，状態のええ空き

家については町が購入するなりして，管理というか行ってますけども，管理もしなく

ても一応町がまあまあな値で，通常ぐらいかな，買うて移住したい人か，移住してく

れる人に提供ができんかなと考えておったんですけども，さっきのあれでそれも町長

が，私の一方的な解釈であれば何とかしたいんですけど，町としても将来的に考えて

いきたいなちゅうような感じの町長の答弁がありました。これで，私のを聞いて一時

的にあれせんけど，これでよろしいですか，町長。 

○議長（篰 公一君） 野上町長。 

○町長（野上武典君） 失礼しました。先ほど５番議員にもお答えいたしましたとお

り，そういったモデル的なやり方も今後検討していく必要があるということで，ご了

解いただけたらというふうに思います。 

 以上でございます。 

○議長（篰 公一君） 麻植議員。 

○４番（麻植秀樹君） すぐにちゅうわけにいきませんので，そういうお答えで自分

としては十分だなと。言うてなかなかすぐできるものもないですしね。すぐにでき

る，これから前向きに，町長，それは検討していっていただきたいなと思いますの

で，よろしくお願いします。 

 それと，東彼杵町の中で１つ変わっとんなと思うて，勝浦町もちょっとでもいい空
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き家を登録してもらうんに，ワンポイントかもわからんなと思うて今回しとんですけ

ども，空き家バンクに登録するときに，そこは２万円登録賃を町が出すんですよ，所

有者に。町が所有者に出すんですよ。ほんで，町は２万円所有者に渡すから，今度一

生懸命になってここの空き家に誰かに入ってもらわないかんと思うて，勝浦町がしよ

らんというんではないんですよ。余りしよらんというんではないですよ。東彼杵は所

有者に２万円払って預かります。ほしたら，今度一生懸命探して，入ってくる人を探

します。入ってくれたら３万円またそこで，そういうやり方をしとんですけども，知

ってますか，課長。 

○議長（篰 公一君） 海川産業交流課長。 

○産業交流課長（海川好史君） ご質問いただいたときに，彼杵町の状況というもの

をちょっと勉強させていただきました。現に，登録時と成立時に奨励金を交付してお

るといったことを確認をいたしております。今現在いただいたご質問についてなんで

すけれども，勝浦町といたしましても，実は制度自体が今年度から制度化しておる部

分が一部ございますので，ご紹介もさせていただけたらと思います。 

 まず，現在空き家と農地でございますが，農地につきましては５アール以上という

ような条件をつけてございます。５年以上の貸借権が設定されれば，空き家の所有者

に対して10万円と。農地については10アール当たり３万円というようなところ，これ

は中間管理機構からいただける金額と同額ということにしてございますけれども，そ

ういったものが所有者，すなわち貸し主に奨励金を交付することができるような仕組

みになってございます。ただ，空き家バンク登録時に対する奨励金等については，今

現在制度化はできていないといったところが現状でございます。 

○議長（篰 公一君） 麻植議員。 

○４番（麻植秀樹君） いろいろあってできていきよんやけんね。できれば，とにか

く家がなかったら何ぼ呼んだって来てもろうても住むところがないと。それとて，町

が土地を買うて造成して，それからもろもろして莫大なお金をかけて，売れりゃええ

けんど，売れなんだら丸々赤字と。町の税金やけんね。できりゃあ，小さなコストで

大きなもうけちゅうんはないんやけんど，できればこういうええ空き家に対してはそ

れなりの，東彼杵みたいにでけりゃええけど，なかなか難しいところもあるとは思う

んやけどね。いろいろ参考にして，小さなお金で将来的にロングスパンで町も潤うよ
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うなことを考えていただきたいなと思いますので，空き家の奨励金ちゅうんも考えて

いっていただきたいと思います。また，一般質問で聞くかもわかりませんので。わか

らんけどね。 

 ありがとうございました。これで４番，一般質問を終わります。ありがとうござい

ました。 

○議長（篰 公一君） 以上で４番議員麻植秀樹君の一般質問は終了いたしました。 

 日程の都合により，休憩とします。 

            午前11時41分 休憩 

            午後１時28分 再開 

○議長（篰 公一君） それでは，休憩前に引き続いて会議を開きます。 

 ９番議員井出美智子君の一般質問を許可します。 

 井出美智子君。 

○９番（井出美智子君） 議長の許可をいただきましたので，一般質問を始めさせて

いただきます。 

 秋の深まりとともに，本格的なみかんの収穫のときを迎えています。我が家も10人

余り人を雇って，あすから山へ上がる予定です。台風やカメムシの被害に悩まされな

がら，１年の苦労が報われるみかんとりは，厳しいけれどうれしい作業のときです。

みかん会議，勝浦にぴったりの始まりのみかん会議というのに愛着を覚えます。 

 それでは，質問通告のとおり質問させていただきます。 

 小学校における英語教育の拡充をという項目でございます。これは，グローバル人

材の育成と称して，早ければ早いほどよい，また英語の授業は英語でと強調され，今

や大学受験には民間の英語検定の導入が義務づけられています。小学校の英語は，早

くから英語嫌いをふやしている実態があると一部では言われています。一方で，世界

の人々と交流や連帯を進めること，日本語への認識を深めること，そして外国語を使

う能力を養うことなど，豊かな外国語教育を追求することは大事なことです。こうし

た教育を実現するには，教育条件を整えることが行政に求められていると思います。 

 教育長にお尋ねします。新学習指導要領改訂に伴う小学校の中学年，高学年の外国

語活動はどのように変わるのかということでお尋ねしますが，まず最初に学習指導要

領とはどういうものかを簡単に説明をお願いいたします。 
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○議長（篰 公一君） 市川教育長。 

○教育長（市川公雄君） ご質問ありがとうございます。 

 それでは最初に，学習指導要領という言葉はよく使われるのですが，これを簡単に

申しますと，これは文部科学省が定めました全国の小学生，中学生がそれぞれの学

年，それぞれの時期にどんな内容を勉強するか，どんな内容を教えるかということを

大まかなところを示したものでございます。これをもとにして各教科の教科書がで

き，それを各市町村で選んで，それで生徒たちの手に渡るというふうな，教える内容

の大もとになる部分でございます。それが約10年に１回改訂がされて，今回改訂とい

うふうな時期になっておるところでございます。 

 そのような中，今回の指導要領の改訂，特に小学校においてはやはり一番注目され

ておるのが英語，従来は英語活動という言い方で，教科ではなく活動の中で英語に親

しんだ子供たちが中学校に入るというふうな流れでございましたが，このたびの平成

30年，31年の移行期間を経まして，平成32年で完全実施になる新の学習指導要領の大

きな特徴は，小学校５，６年で英語を教科として捉えるというふうなことが上げられ

ております。教科となりますので，当然英語活動ではなかった教科書を使う，その教

科書を使った授業を受けた後，ほかの算数や国語のように評価もしていく。通信簿が

ありましたら，そこには評価が書き込まれていくわけです。そういう中で教科として

扱っていく，この点が今度の学習指導要領の一番大きな特徴かと考えます。 

 以上です。 

○議長（篰 公一君） 井出議員。 

○９番（井出美智子君） ありがとうございました。 

 2020年からの必修化の内容についてお答えをいただいたように思います。小学校

３，４年生は年35時間の外国語活動，これは教科化ではなくて義務化と言われて活動

を行う，これは基本担任の先生が英語を教えるそうです。英語と触れ合う，英語が楽

しいと思える授業を担任が行うそうです。それで，５，６年は教科として年70時間，

聞く，話すに加えて読む，書くが加わり，４技能を使った言語活動が求められます。

これは，読み書きが加わり，高度な内容が求められて，担任と専任の教員がこれを行

うと，勉強したらありました。今，勝浦町内では英語教育の現状はどのようなもの

か。今行われている教育の現状について，教育長にお尋ねしたいと思います。教えて
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ください。 

○議長（篰 公一君） 市川教育長。 

○教育長（市川公雄君） 現在，勝浦町の生比奈小学校のほうが実は県の指定を受け

まして，英語教育につきましての，新しく実施する英語教育の指導の先進的な研究体

制に入っております。実は，この16日金曜日に，正式発表の１年前のプレ大会という

ことで，生小のほうで公開授業と研究会，それと文科省の教科調査官，今教科化を進

めておる最先端の調査官を迎えましての講演会というふうな日程になっておりまし

て，それに向けて今生小は一生懸命頑張ってくれておるところでございます。それを

経まして，来年度の同時期に，県下の先生方を全部集めましての英語教育の研究発表

会を予定しております。したがいまして，一番先進的にそれよりも先にいろんな形で

やっておる市町村，例えば鳴門市でありますとか，かなり以前から進んでおるところ

もあるんですが，勝浦町として生比奈小学校を中心に，横小のほうももちろん手伝い

もいただきまして，今度の学習指導要領に基づく英語教育のあり方や，どんな教科書

を使ってどんな授業をするのか，それに対する評価はどういうところ，どんな評価を

したらいいのか，そんなあたりを本年度それから来年度に向けまして研究しておる最

中でございます。私もこの発表会の16日はぜひ行かせていただいて，どういうふうな

ことをやっているかということについては詳しく生小のほうで勉強してまいりたいと

思います。先にそれが済んでおりましたら，ここで幾ばくかご報告もできたんです

が，詳しいことについては生小に行ってまたしっかり勉強して，わかりやすい形で機

会がありましたら皆様方のほうにもお伝えし，横小ともあわせまして，勝浦町の英語

教育をしっかりやっていくようにしていただきたいと，こういうふうに考えておりま

す。 

 以上です。 

○議長（篰 公一君） 井出議員。 

○９番（井出美智子君） 16日のプレ大会ということで，生小の先生方は大変忙しい

日々を過ごされてると思います。高学年の英語教育について，指導内容の高度化と指

導時間がふえるということで，教師の負担が重過ぎるのではないかと心配されており

ます。国の教員勤務実態調査というのが2016年に発表されて，対象は小・中学校の教

員に対する実態調査でございますが，教員は月曜から金曜まで毎日平均12時間近く働
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き，休みのはずの土日も多く働いている。それで，何よりも教員の間から出てるの

は，授業の準備の時間が足りないという声が上がっています。この調査によると，小

学校の教員は１日６こま分近い授業，４時間25分，小学校は１こま45分で計算されて

おりますが，教育長は現場の教員をされていますが，小学校のことは詳しくないです

か。中学校よりも高校よりも，小学校の教員の勤務時間が長時間拘束されるように私

から見たら思えますが，このような勤務実態調査は勝浦町でもこれに近いような勤務

実態がございますか。 

○議長（篰 公一君） 市川教育長。 

○教育長（市川公雄君） 数日前，ちょっと夜に用事がありまして，８時過ぎぐらい

に生小の前を自宅のほうへ戻っておりますと，まだ明々と２階の職員室の明かりがつ

いておったりしておりました。ちょうどこの16日に向けまして，どうしても大きな研

究大会の前というのは，無理して最後の追い込みということで遅くなるのはやむを得

ないとは思うんですが，やはり遅くまでの時間，明りがついておるなと。誰かがいろ

いろ事務しよるなということを考えております。私は，実は小学校の勤務というのが

ありませんので，実態としては中学校しか具体的にわかりませんが，小学校の先生方

に聞いたりしておるところによりますと，小学生の場合，授業が終わり，帰りの会が

終わりますと，基本的に生徒は放課になりますので，児童がおるうちについては先生

方もほとんど自分のクラスの授業を行いますので，ほぼ授業は満タン状態というふう

なことは聞いております。中学校でありますと授業は１日６時間ありますが，基本的

には４時間ぐらいは授業，あと２時間は空き時間ということで，ちょっと休んでみた

り，あと授業の準備をしたり，プリントをつくったりとか，そういう時間に充ててお

ります。ただ，中学校は放課後部活動がございます。その部分は，やはりかなり遅い

時間まで，今でしたら日没後30分までは部活動の時間と決めておりますので，その時

間までは拘束される形になりますので，トータルしますとどちらがということはちょ

っと難しい部分があるんですけれども，授業については児童・生徒がおる分について

はやっぱり小学校の先生のほうがずっと，45分授業とはいえかなり厳しいところかな

と。空き時間も少ないとなりますと，本当に生徒と児童と同じで，10分だけでトイレ

も行く，喉も潤すという時間帯という余裕はなかなかない。 

 そんな状態で，非常に厳しい条件の中でやっておるところでありますが，昨今働き



- 151 - 

方改革ということで，いろいろそういうあたりは県のほうからの指導もありますし，

今県からの業務の調査というんも学校指定がありまして，先生方の勤務実態をよく調

べなさいということで今出ておる。県下でなくて幾つかの学校は指定を受けて調査を

しておるところで，また県のほうはまとめて発表すると思います。ただ，その調査自

体が早くも過長勤務になると。調査すること自体がかえって負担になっておるという

声もあるんですけれども，ともあれ今大きな流れといたしましては，今の勤務実態を

しっかりと見直して，もう少しどないかならんかというのを模索しているところでは

ないかというふうな気がします。 

 大きな研究大会がありますとどうしても負担が大きくなるんですけれども，そこら

辺皆に非常に迷惑をかけておりますが，いい成果が出ますように祈っておるところで

ございます。負担減に向けまして，私のほうもいろいろ考えながらやっていきたい

と。 

 以上でございます。 

○議長（篰 公一君） 井出議員。 

○９番（井出美智子君） たまたま月曜日に同級生に会いまして，60歳定年で小学校

教諭を退職した人と話をしておりましたが，以前はもう少し楽だったんだけど，だん

だんと厳しくなって本当に大変になったと。定年間際はもうへろへろで勤めていたと

いう話を聞きました。調べてみますと，教員１人当たりの授業負担は長い間１日４こ

ま，週24こまとされて，これを満たすことを目標に定数配置が行われてきたそうで

す。それなのに，学校週５日制を教員増，教員をふやすことなしに行ったわけです。

１日４こまという基準に従えば，勤務日が週６日から５日に減ったら，担当できる授

業も６分の５，約17％減るはずでしたが，学校週５日制に伴う授業は約７％しか減ら

なかったわけです。この結果，教員の１日当たりの授業負担がふえております。これ

重大なことは，その後が教員をふやすことなしに授業をふやしたということです。そ

の上に，今回英語教育が加わるわけです。６割の教員が，ある調査によると英語に関

する教えることに自信がないというふうな回答がされていると思います。勝浦でも，

指導体制の大幅な強化が必要かと思います。 

 重ねて教育長にお尋ねしますけど，こういった教員の負担増が懸念されることに対

する対応は一体どのようにされるのか，お答えください。 
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○議長（篰 公一君） 市川教育長。 

○教育長（市川公雄君） 私の立場でいいますと，県には加配要望というのがまず１

点，先生の数を定数よりはいろんな形でふやしていただきたいという要望が１つござ

います。それ以外には，何らかの指導員のようなものを町単独で何とかならないかと

いう思いは今持っておるところです。具体的には，さあどういう形でどんな方を，制

度として決まってもなかなか該当する方を見つけるのも苦労しておるような状態であ

りますので，とにかく先生の，あるいは先生を支援する方を何とかふやしていけない

かなと今考えているところであります。 

 以上です。 

○議長（篰 公一君） 井出議員。 

○９番（井出美智子君） 重ねて，聞きたいことに対してもお答えをいただきまし

た。 

 私がぜひ教育長にお願いしようとしていたことは，英語教育支援員，子供に対する

英語教育を支援する人，それから英語教科支援員というのは，教える先生を指導した

り支援する，この英語教育支援員や英語教科支援員の配置をする必要があると思いま

す。教育長もそのことを今のお答えだったら強く要望されていると思いますが，町長

はこのことに対して，県の配置が手薄い場合は，町費負担でこういった英語教育支援

員や英語教科支援員の配置は考えておられますか，お尋ねします。 

○議長（篰 公一君） 野上町長。 

○町長（野上武典君） 現在，英語教育に関しましては，本年度からＡＬＴを１名増

員しまして，小学校のほうにも出向いてもらっているというような状況でございま

す。先ほど議員が申しておりました，もしそういったことでどうしても英語教育に関

しまして手が足りないというような状況がありましたら，また別の方法によりまして

も検討はしていきたいなと。ただ，今１名増員という状況をとっております。その状

況も見ながらというようなことになろうかと思います。 

○議長（篰 公一君） 井出議員。 

○９番（井出美智子君） ＡＬＴを１名ふやすということは大歓迎ですが，ＡＬＴで

お越しになる方は専門の教育，子供を教えるというそういった教育を受けないでおい

でている方が多いと思います。英語ができるというだけで，それで来ていただいてい
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る。何人か勝浦に来られたＡＬＴの方と話をする機会もありましたが，特に小学校か

ら英語嫌いにさせない，英語を大好きになってほしい，こういった親の願いを実現す

るためにも，きちっと教育の立場で英語にかかわれる人材を確保するということが本

当に大事だと思います。今以上に子供に対する，子供たちも今まで習ってきた教科の

上に英語が加わって，通信簿にも反映されるということで，教員にも子供にも負担が

大きくなる。教員にも子供にも時間の確保が求められている。それから，何より大事

なのが教員の英語力を高める，この２つの課題に対して，英語教育に力を入れる勝浦

町に必要なことは早急に対応していただくようにお願いして，次の質問に移りたいと

思います。 

 新教育長の就任を祝しまして，教育委員会関係の質問が２問も続くというのは私も

初めてのことでございます。学校図書館司書の配置をということで質問いたします。 

 平成27年，学校図書館法が改正されて，学校図書館の運営の改善及び向上を図り，

児童または生徒及び教員による学校図書館の利用の一層の促進に資するため，専ら学

校図書館の職務に従事する職員を置くように努めなければならないという条項が加わ

りました。これは，現在12学級以上の学校に配置が義務づけられているわけです。勝

浦町には１つの学校で12学級以上という学校はございませんので，義務ではございま

せん。司書教諭は教諭として採用されたもので，学級担任などを持ちながら職務を担

当するとされていますが，勝浦町に司書教諭の資格を持つ教員の方はおいでになりま

すか。教育長にお尋ねします。 

○議長（篰 公一君） 市川教育長。 

○教育長（市川公雄君） 昨年度まで私が知っておる限りでは１名，中学校にここの

教員で司書教諭がおりますが，その先生は退職されましたので，本年度につきまして

はまだ把握しておりませんので，またこれはすぐにわかると思いますので，小・中学

校とも調べておきたいと思います。 

 以上です。 

○議長（篰 公一君） 井出議員。 

○９番（井出美智子君） ありがとうございます。 

 司書教諭に対して学校司書というのがございます。学校司書は，事務職員として採

用されるものです。現在は，これは司書の資格要件は必要ないそうです。学校図書館
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法の条文にもあるように，専ら学校図書館の職務に従事する職員のことを言うそうで

す。 

 質問に入りますが，肝心の図書館に関する図書室の質問に入りますが，各小・中学

校での図書室の活用の状況を教育長にお尋ねします。 

○議長（篰 公一君） 市川教育長。 

○教育長（市川公雄君） 現在，私も勤務しております関係で，中学校のほうは非常

に詳しくわかります。現在，中学校は朝読書活動ということで，８時10分から30分ま

で，教室のほうで生徒で読書タイムというのを設けておりまして，その時間に図書館

の本であったり，自分で読みたい本を家から持ってきたりしながら，その時間帯は読

書をするということでございます。図書館のほうはもちろん本を置いておりますが，

なかなか業間の10分の休み時間は図書室に行って本を読むということはできませんの

で，主にお昼休みに中学校であれば開き，図書委員会というのがありまして，当番が

貸し出しの業務をやっておるということと，教員も１名必ず行っておりまして，図書

館で生徒が本を読んでいる様子や，余りざわつかんようにというあたりも注意しなが

ら，お勤め願っているところでございます。 

 それと，あと各教室にも図書委員が何冊か本を持っていきまして，みんなの読みた

い本というのは事前に教室，クラスで聞いておりまして，それを教室の隅のほうに置

いといて，休み時間でも読めるようにということで，先般横小に行きましたら，横瀬

小学校のほうも図書室というよりも学級文庫の形で，各教室にずらっと図書室の本を

移動しまして，すぐに読めるような体制は組んでおるように思います。 

 以上です。 

○議長（篰 公一君） 井出議員。 

○９番（井出美智子君） 平成24年に，文部省から第４次学校図書館図書整備５か年

計画というものが出されていますが，その中には平成24年から５年の間に，学校図書

館図書標準の達成を目指すための予算措置が出てて，各校に新聞１紙を配備できる予

算措置，そして学校司書の配置として，１週当たり30時間の職員をおおむね２校に１

名配置することが可能な予算措置を行うということで，財源は確保されていたわけで

すが，勝浦町はこういったことは行われていなかったわけですね。確認したいと思い

ます。 
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○議長（篰 公一君） 小休します。 

            午後１時55分 休憩 

            午後１時55分 再開 

○議長（篰 公一君） 再開します。 

 市川教育長。 

○教育長（市川公雄君） 今のご質問については，そういう司書教諭にかわる事務員

については雇っておりません。 

○議長（篰 公一君） 井出議員。 

○９番（井出美智子君） やっぱり，読書というのは学力の基本と言われておりま

す。読書量が多ければ多いほど，上に伸びていく学力が保証されます。建物も，土台

がしっかりしていれば大きな建物が建ちますが，土台が弱ければそんなに大きな建物

を建てることはできない。だから，どれだけ本に親しんでしっかりと読書をしている

か，その読書量によってその後の学力の伸びが保証されるということが常識として言

われております。ぜひ，勝浦町でももっと子供の読書を大事にしてほしいと思いま

す。 

 そこで，一体勝浦のような12学級ないところがどのようにしているのかと調べまし

たら，小・中学校３校に１人の割合で学校司書を配置している自治体がございまし

た。これは，１校当たり１日５時間勤務して41日間，年間205時間を３校回るわけで

す。１年に123日間，615時間で，この方には時給1,000円で働いてもらっているそう

です。こういった例をネットで発見しました。子供たちへの読書活動の推進を考えれ

ば，年間61万5,000円あれば勝浦町の場合学校司書を配置できるので，これだと可能

ではないかなと考えました。決して高い金額ではないと考えます。お金の問題は町長

にお聞きしていいですか。61万5,000円を支出して，小・中学校に学校司書を配置す

ることは考えていただけますか。 

○議長（篰 公一君） 野上町長。 

○町長（野上武典君） 学校のそういった現場との協議，またその費用をどういった

ものに充てたいかというような学校の思いもあろうかと思います。そういった協議の

中で図っていきたいというふうに思います。 

○議長（篰 公一君） 井出議員。 
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○９番（井出美智子君） 教育長は，この提案についてどのように思われますか。 

○議長（篰 公一君） 市川教育長。 

○教育長（市川公雄君） もう一度，小学校，中学校の図書館の状況，こういう方の

必要性というあたりもよく話し合いしてから，町長とも相談になろうかと思います

が，検討していきたいと思います。いいご提案，ありがとうございます。 

○議長（篰 公一君） 井出議員。 

○９番（井出美智子君） しっかり現場の先生とご相談ください。 

 それから，もっと調べておりますと，福島県矢祭町では，町内の小学校からの提案

を受けて，小学校４年生から６年生を対象にした子供司書講座を含めた矢祭町子ども

読書の街づくりをスタートさせたそうです。これまでに58人の子供の司書が誕生し

て，子供と本，家庭と本をつなぐ図書館サポーターとして校内，校外で活躍している

そうです。毎年子供司書講座を設けて受講してもらっているそうですが，校内での下

級生の子供たちへの読み聞かせ活動など，学校図書館が子供たちの心の居場所となっ

て，子供同士の心の交流の場となりつつあるという事例がございました。 

 このように学校図書館は，いろいろなアイデアと工夫があれば，子供たちが集まり

たくなる，魅力ある学校図書館へと変身していくことができる場所です。学校図書館

づくりに，大人には想像もできないようなアイデアを持っている子供たちの意見を聞

いて反映させていくことも一つの方法ではないでしょうか。このような取り組みは勝

浦町では考えていただけないのでしょうか。教育長，お答えください。 

○議長（篰 公一君） 市川教育長。 

○教育長（市川公雄君） 活動として，子供司書というのは今すぐは難しいかもしれ

ませんが，現在ある例えば小学校とか中学校に図書委員会という生徒会活動，児童会

活動を基本的にやっておると思いますので，まずはそこでそういう活動を委員会活動

として取り組んでいけるように，学校のほうにはちょっと相談をかけてみたいと思い

ます。その後，それを発展させる形でこういうふうな活動も検討したいと思います。 

 以上です。 

○議長（篰 公一君） 井出議員。 

○９番（井出美智子君） ありがとうございます。子供たちのためにより充実した学

校図書館として整備していただきますようお願いいたしまして，次の質問に移りたい
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と思います。 

 地籍調査のことでございます。 

 町内でさまざまなところで高齢化が深刻になってきておりますが，特に急がれるの

が地籍調査ではないかということで，最近区の評議委員会とか役員会を開きますと，

ちょっと私たちの先輩の方々も足が痛い，腰が痛いと体の不調を訴えられて，年齢を

感じる病気とかそういう話が非常に多くなってまいりました。それで，遺産相続とか

いろんな問題を抱えております。地籍調査が済んどうところはええなあという話にな

りまして，ぜひ一日も早く地元もそういうことを終わらせたい，そういう声が頻繁に

出てまいります。何より，地元の土地や山のことに詳しい人がいなくなってきていま

す。ぜひとも，地元の山や土地に詳しい人が存命のうちに，早急に終わらせなければ

ならない。 

 建設課長にお尋ねします。今までも何回もお答えいただいていると思いますが，も

う一回確認したいと思います。地籍調査は，今のペースでいくと終了するのはいつに

なりますか。 

○議長（篰 公一君） 松本建設課長。 

○建設課長（松本博文君） 勝浦町の地籍調査ですが，平成16年度から棚野地区で着

手されております。平成28年度までは１つの地区で調査をしてまいりました。平成

29年度からは調査地区が１つふえ，２地区で調査を進めております。１年間に２平方

キロメートルの事業を実施の予定で進めております。町内全体を終えるのは，計算上

でございますが28年後ということになります。 

○議長（篰 公一君） 井出議員。 

○９番（井出美智子君） 28年後ということは，到底私も山をこいで回る体力，命が

あるかどうかも定かではございません。それで，28年後ということは，現在の進捗状

況を確認したいと思いますが，町の面積全体の何割ぐらいが終わっているのでしょう

か。 

○議長（篰 公一君） 松本建設課長。 

○建設課長（松本博文君） 勝浦町の地籍調査の進捗状況でございますが，地籍調査

の計画面積が68.9平方キロメートル，平成29年度末で境界確認調査を終えております

のが12.2平方キロメートルでございます。進捗率でいいますと18％ということになり
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ます。 

○議長（篰 公一君） 井出議員。 

○９番（井出美智子君） ２割弱ということですね。 

 では，徳島県の他の市町村の状況はどうなっているのかお尋ねしたいと思います。

県下で地籍調査が終了しているところはございますか，教えてください。 

○議長（篰 公一君） 松本建設課長。 

○建設課長（松本博文君） 県内の地籍調査の実施の状況でございますが，調査完了

が３市町ございます。ちなみに，調査実施中が18市町村，休止中が３市町，未実施が

ゼロとなっております。 

○議長（篰 公一君） 井出議員。 

○９番（井出美智子君） 済みません。終了した市町村はどこか教えてください。 

○議長（篰 公一君） 松本建設課長。 

○建設課長（松本博文君） 地籍調査が事業終了しておりますのは，吉野川市，松茂

町，北島町でございます。 

○議長（篰 公一君） 井出議員。 

○９番（井出美智子君） 終了しているところとまだのところの違いはどこにあるの

でしょうか。吉野川市なんかは割と田舎なんですけど，大きな市，合併した市全体が

終わっているんですか。 

○議長（篰 公一君） 松本建設課長。 

○建設課長（松本博文君） 吉野川市の実施の状況でございますが，吉野川市は鴨島

町，川島町，山川町，美郷村が合併しております。その合併前の町村が同じく昭和

42年に着手いたしております。合併後に，平成16年完了をいたしております。 

○議長（篰 公一君） 井出議員。 

○９番（井出美智子君） 勝浦が始めた年に，もう吉野川市は終了しているというこ

とですね。着手が早かったということですね。でも，このままだと休止に追い込まれ

るか，未了のまま山へ入れなくなってわからないということが危惧されますが，抜本

的にもっとペースを速める方策が必要ではないかと思います。国や県に予算をふやせ

という働きかけが必要なのではないでしょうか。具体的にペースを速める方策という

のはございますか。どう取り組んでいこうと考えておられるのか，お答えください。 
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○議長（篰 公一君） 松本建設課長。 

○建設課長（松本博文君） ペースを速める方策といたしましては，調査地区や調査

面積をふやすことにあるかと考えております。また，予算の確保や従事する職員の補

充等の問題があり，なかなか早急な対応は難しいのではないかと考えております。 

 それと，予算の確保についてでございますが，地籍調査事業の実施市町村長による

知事要望を毎年行っております。今年度についても，要望活動を実施していただく予

定となっております。 

○議長（篰 公一君） 井出議員。 

○９番（井出美智子君） 10年後でも手おくれになってしまうということが役員会で

はよく話されます。28年後なんてとんでもないことです。これは，私たち今山地区だ

けではなくて，全町の共通の問題だと考えます。ぜひ，取り組みの強化を図って，さ

っき課長が実施の区をふやしたほうがペースが速まると言いましたので，今２地区な

んで，来年度希望すれば今山地区，３地区目に手を挙げれば実施は可能でしょうか，

お尋ねします。 

○議長（篰 公一君） 松本建設課長。 

○建設課長（松本博文君） 現在２地区で地籍調査を実施しておりますが，生名地区

が坂本地区よりも早く，平成34年度に境界確認調査を終える予定でございます。平成

35年度からは新規地区で調査が開始されます。今山地区も含めまして，平成33年度ま

でには新規地区を設定したいと考えております。 

○議長（篰 公一君） 井出議員。 

○９番（井出美智子君） 来年度は無理でも，平成33年度に今山地区に取りかかるの

は可能だということでしょうか，確認したいと思います。 

○議長（篰 公一君） 松本建設課長。 

○建設課長（松本博文君） 次の地籍調査の新規地区につきましては，先ほど申しま

したように，今山地区も含めまして効率性とかも考慮しながら決めさせていただきた

いと思います。 

○議長（篰 公一君） 井出議員。 

○９番（井出美智子君） 今山地区だけでなくて，希望する全ての地区が一日も早く

地籍調査が終了できるように，ぜひとも取り組みを強めていただきたい。そのために
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は，何よりも予算の増額を図っていただきたい。町長，県や国に向かって強く要望し

ていただきたいと思います。いかがでしょうか。 

○議長（篰 公一君） 野上町長。 

○町長（野上武典君） この12月12日，県知事への要望があります。もちろん，強め

ていって，補助金の予算確保ができるようであれば，そういった事業を広げていくと

いうようなことも取り組んでいきたいというふうに思っております。 

 以上でございます。 

○議長（篰 公一君） 井出議員。 

○９番（井出美智子君） できるようであればというのは町長として非常に弱い発言

だと思いますので，ぜひとも予算の増額を図れるよう県に強く要望していきたいとい

う，あればという仮定ではなくて，もう少し強い決意表明をいただきたいと思います

が，いかがでしょうか。 

○議長（篰 公一君） 野上町長。 

○町長（野上武典君） もちろん，強く要望はしてまいりたいというふうに思ってお

ります。 

○議長（篰 公一君） 井出議員。 

○９番（井出美智子君） 期待しております。よろしくお願いします。 

 最後になります。職員体制の強化をということで質問いたします。 

 職員の問題に関しましては，３番議員がきのう詳しく質問されておりました。私は

それを聞いておりまして，すごくまとまったいい質問をされておりました。その中

で，じゃあ私は一体どういうふうに質問するかと考えておりました。新町長誕生から

10カ月目に入りました。町民の間からは，私たちの声を町長はしっかりと聞いてくれ

る，私たちの間に足を運んでくれると喜んでくれております。でも，しかしというの

が町民の間からは聞こえてきます。何か変わったかといえば，それはまだ余り大きく

変わっていないなと。いろんな要望をしますと，地方創生の事業が終わるまでは，今

の事業の延長でしかなかなか新しい取り組みはできないという答えが多く返ってくる

わけです。今までの町政の延長という印象が強いわけです。新町長への期待が大きい

分，みんなに愛されている町長の分，結果も強く求められています。 

 新しいまちづくりを担っていくのは役場の職員の方々です。午前中に，教育長が学
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校は人づくりと熱弁を感激しながら聞いておりました。役場の中も，やはり一番は人

づくりだと思います。新町長の公約を読み返してみました。住み続けたいまちづく

り，活気に満ちたまちづくり，安心して暮らせるまちづくり，そして子育て日本一を

目指す，これを役場としてどういうふうに実現していくのか。じゃあ，建設課は町長

の言う住み続けたいまちづくり，安心して暮らせるまちづくり，課全体を挙げて新し

い町長のもとで，一体どういうふうなまちづくりをしていくのか。それから，産業交

流課は活気に満ちたまちづくり，住み続けたいまちづくりで，新町長のもとで一体ど

ういうふうな施策をしていくのか。福祉課は，今でも本当に勝浦町は全県に誇れる優

しい町だと私は誇りに思っておりますが，子育て日本一を目指して福祉課としてさら

にレベルアップをするにはどうしたらいいのか。住民課も，ごみ問題や住宅問題，町

民から寄せられる期待は本当に大きいものがあると思います。特に，病院は新病院建

設に対して，教育長は新教育長に対する大きな期待もございます。それぞれの課，そ

れぞれの職員みんなが新しい町をどうしたらいいのか，そういうのを新しい気持ちで

語り合ったことってございますか。町長がかわって，町長はこういう町をつくりた

い，それを受けて職員一人一人がどのように新しい気持ちで熱意を持って取り組んで

いくのか，そういうのを私は一人一人の職員から聞いてみたいなと思いました。特

に，教育長の答弁を聞いておりますと，新鮮な思いがしました。夢を語って理念を語

る，町長が言ってること，町長のやりたいまちづくりを具体化するのはそれぞれの課

長の責任だと思います。今でも，仕事の量が多くて大変なことは重々承知しておりま

す。しかし，一人一人の役場の職員をいかに育て上げて，勝浦町の住民のためにしっ

かり働ける人材にどう育て上げていくか，それはそれぞれの課長の手腕に委ねられて

いるわけです。 

 今までこういう話はしたことなかったんですが，本当にお願いします。地方公共団

体は，住民の福祉の増進を図ることを基本として，地域における行政を自主的かつ総

合的に実施する役割を広く担うものとする，これは地方自治法第１条の第２項でござ

います。自主的かつ総合的に実施する，職員の皆さん一人一人が自主的に，自分は一

体何をすればいいのだろう，自分の能力を高めて，町のために働く人材に育っていか

なければならない，こういうことをしっかり心に受けとめて，役場全体が一致団結し

て働けるチームになること，これこそが新町長を町民の期待に応える名町長に育てて
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いくことではないでしょうか。お願いして，具体的なことを質問したいと思います。 

 地方創生で，事業がたくさんふえております。事業が多い部署では，過重労働にな

っているのではないかと心配されることもございます。適切な職員の配置を行い，町

民に必要な施策が円滑に実施できるようにするべきではないでしょうか。このことに

ついて企画総務課長はどのように考えておられるのか，お答えください。 

○議長（篰 公一君） 山田企画総務課長。 

○企画総務課長（山田 徹君） いろいろなご提言ありがとうございます。 

 今現在，議員のおっしゃられたように，事業，それからいろいろな施策が多種多様

化したこともございまして，各課の人員では全部のことに対応するには非常に厳しい

ような状況とはなっております。そしてまた，そういうふうなのが，議員の皆様にご

心配いただいているように職員の体調不良，そういうふうに結びついているところも

若干であろうともあるのではないかなというふうに考えております。ここに来て，ま

た町を活性化する，あるいは住民生活を守るために，ある程度職員を全てきちんと割

り当てられるような職員数には若干なっていないんでないかなというふうには感じて

おります。ただ，今後いろんな多種多様な要望，また職員もいろいろな個性を持った

職員もおります。そういう中でどんどんと育っていく，いろんな方面で活躍できる職

員が育っていく，勉強する機会，あるいは住民サービスの維持，あるいは多様化した

住民サービスを維持していくためには，職員数をもう少しふやしていくようなことも

視野に入れながらの検討が必要でないかと思っております。 

 先日のご質問にもお答えいたしましたけれども，職員数を若干ふやすような定員管

理計画の見直しを行っていきたいというふうには考えております。ただ，本日もいろ

いろな提案をいただいております。それ全てをやる，フルセットで行うということは

非常に難しいことでございます。その中で，職員数を若干でもふやした中で，必要な

順位づけ，あるいは10年ペースで何をやっていくのか，その中でどれを先にやるの

か，そういうふうなところと，またある程度道筋をつけて，後は住民の皆様の協働，

あるいは協力と自助努力も含めた上で町をつくっていくようなことが必要でないかと

思います。ただ，そういうふうなことの種を植えるなり，ある程度の方向性をすると

いうのはやっぱり職員として非常に大事なことでないかと考えております。そういう

ふうなことをするためにも，若干の職員数増，あるいは事業の取捨選択が必要であろ
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うかと考えております。 

○議長（篰 公一君） 井出議員。 

○９番（井出美智子君） ぜひ，勝浦町の誇るべき人材を採用していただいて，町民

の役に立つ，もっともっと仕事ができる役場になってほしいと思います。 

 お金を預かる会計管理者も税務課長も地方創生室長も，本当に期待しております。

でも，何でか知らんけど答弁者のところが，私の持っているのは古いから書いてない

のを持ってきたんですが，職員体制の強化をということで企画総務課長に答えていた

だきましたが，町長はどのような役場づくりを目指してるのか，最後にお答えくださ

い，お願いします。 

○議長（篰 公一君） 野上町長。 

○町長（野上武典君） 町長になってから役場づくりということでございますが，ま

ず就任してから職員に言ったことにつきましては，何回も言ってるんですが，自分が

誰のために業務をしているのか，何のためにその事業をやっているのかというような

ことをまず考えてから，自分の考えでその事業を進めていってもらいたいというよう

なことで，その中の一環として，まず地区のことを知ってもらうということで地区巡

回の研修，それからまず自分が課題なりを考えてということで，グループ研修といっ

たものについての人材育成を図っていけないかというふうに今やっているところでご

ざいます。また，各課においては，それぞれ朝礼で月初めに月の目標をそれぞれの課

で考えていただいて，その目標に向かって業務をやっていってもらうということで，

毎月の目標設定をしております。これからもちろん人事評価，それから当初予算の編

成，そういったことにつきましては，いろいろ目標を持った対策というか，それに向

かってというようなことが必要になろうかと思うんです。やっぱり，勝浦町が明るい

生き生きとした町になるために，また楽しい町になるために，また安心して一生を過

ごせる町になるためには職員はどうすればよいかというようなところまで考えられる

職員の育成を図っていきたいと。今まで議員にいろいろおっしゃっていただきました

が，そのとおりに進めていけば間違いないのかなというふうにも思っております。 

 以上でございます。 

○議長（篰 公一君） 井出議員。 

○９番（井出美智子君） 最近テレビを見ておりますと，青山学院大学のマラソンの
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監督，それから帝京大学のラグビー部の監督，指導方針を以前は自分のときの感覚で

根性論でやっておったけども，それは現代の子供たちに通じない。民主主義を徹底す

る，それから自主性を徹底するということです。帝京大学は，４年生が掃除とか片づ

けをしておりました。１年生は新生活になれなくて負担が大きいので，１年生は練習

の片づけはしない，４年生が片づけをする。今日本でスポーツの部門で成果を出して

いる大学は，徹底的な民主主義と徹底的な自主です。自分で判断して自分で考える人

間をつくることこそがトップを目指せるチームづくりだと，２人の監督が共通して述

べられておりました。ぜひ，勝浦町も徹底した民主主義と自主性を尊重して，全国に

誇れる役場となるよう期待して今議会の質問を終わりたいと思います。ありがとうご

ざいました。 

○議長（篰 公一君） 以上で９番議員井出美智子君の一般質問は終了いたしまし

た。 

 議事の都合により，休憩とします。 

            午後２時30分 休憩 

            午後２時45分 再開 

○議長（篰 公一君） それでは，休憩前に引き続いて会議を開きます。 

 ８番議員森本守君の一般質問を許可します。 

 森本守君。 

○８番（森本 守君） ことしも余すところあと１カ月半というようなことで，きょ

うのニュースでは，記録をとりかけてから２番目に遅い初雪というようなことが言わ

れておりました。私たち勝浦町でも，うちの温度計でけさ11度，今まで最低温度は

10.5度であります。平均して暖かい年のようでございますが，これから一応冬本番に

入っていくということで，いよいよ寒くなると思います。 

 今回の質問は，他の議員と鉢合わないように考えて，５つの質問，町民からの願い

をまとめてみました。まず初めに，観光資源についてということでお伺いいたしま

す。 

 産業交流課長には，町内で観光地に指定されている場所は何カ所，どこどこがある

のかお伺いいたします。 

○議長（篰 公一君） 海川産業交流課長。 
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○産業交流課長（海川好史君） 観光資源についてお答えをいたします。 

 見る観光スポットとして８件，体験する観光スポットとして６件，また食べる観光

スポットとして10件，合計の24件を観光資源として捉えております。 

 以上です。 

○議長（篰 公一君） 森本議員。 

○８番（森本 守君） 見る体験，食べる，ほういう観光資源として指定されておる

ということであります。 

 それでは，教育委員会事務局長にお伺いいたします。 

 文化面から捉えた観光地というのは，どういうところがありますか。 

○議長（篰 公一君） 笹山教育委員会事務局長。 

○教育委員会事務局長（笹山芳宏君） 勝浦町では，国指定史跡となっている20番札

所の鶴林寺を初め，国登録有形文化財の森本家住宅など21件，内訳としましては国の

指定が５件，県の指定が11件，町の指定で５件の美術工芸品や建物が文化財の指定を

されております。管理の都合上等で一般公開していないものもあり，全てが観光地と

して活用できているというわけではございません。 

 以上です。 

○議長（篰 公一君） 森本議員。 

○８番（森本 守君） 産業交流課と教育委員会関係の重複しとうところもかなりあ

ろうかと思います。平成元年，平成２年，平山教育長の時代に勝浦の文化ということ

で，第１週として「勝浦の民話と伝説」という本，また第２週として「勝浦の昔話」

という本を発行し，今図書館にあります。その中を見てみますと，勝浦町の今までの

いろんなことが書かれております。いわれとか神社，またはお寺の歴代の関係とか，

また山とかほこらとかそういうものが示されております。産業交流課長は，現場で見

る観光ということで，現場に何か示されておるというようなところはどのようなとこ

ろがありますか。 

○議長（篰 公一君） 海川産業交流課長。 

○産業交流課長（海川好史君） 見るスポットといたしまして上げてみますと，生名

ロマン街道，また横瀬のなばなの里，星の岩屋，仏石，立川渓谷，恐竜の里，与川内

の蛍，それから星谷のヒガンバナ等８件というふうな形で上げさせていただきまし
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た。 

○議長（篰 公一君） 森本議員。 

○８番（森本 守君） 教育委員会事務局長は，現場にそういういわれとかそういう

ものを掲示板として書かれているところは何カ所ございますか。 

○議長（篰 公一君） 笹山教育委員会事務局長。 

○教育委員会事務局長（笹山芳宏君） 先ほど申し上げました国と県の指定の文化財

のところにつきましては，その文化財についての説明の板を設定しております。町の

文化財につきましては，全て設置しているわけではございません。 

 以上です。 

○議長（篰 公一君） 森本議員。 

○８番（森本 守君） 私もいろんなところを見るのが好きで行くんですが，掲示板

がせっかくあっても，道路から見えないようなところにあったり，例えば仏石の場合

やと，ここが仏石なんだということがようわからん，何か駐車場もあるようでないよ

うで，車をとめられるようなスペース，車が入っていけるような状態でない。看板

は，下の仏石の肝心の五十何体のほこらのことを書いてあるんですけども，初めて来

た人で見てみたら，それがどこにあるんかわからないというような感じに見えます。

そういう面から，せっかく掲示板をしても，通りがかりにぱっと目につくようなしる

しとか何かが欲しいんではないかと思うんですけども，そういう面について産業交流

課長はどのように思いますか。 

○議長（篰 公一君） 海川産業交流課長。 

○産業交流課長（海川好史君） 仏石の看板についてでございますが，星の岩屋のほ

うから仏石に向かって看板は一応設置はできておりますが，余り大きい看板ではな

く，車の中から確実にわかるかと言われたら見逃す可能性もある程度の看板が設置さ

れとるということで，季節によっては見にくい場合も出てくるのかなというふうに思

います。 

 それから，駐車場の件についてでございますが，林道の舗装道がずっと続いておる

わけでございますが，林道から外れた横に車をとめて仏石のほうにおりていくといっ

たような現状だろうと思います。残念ながら，駐車場については水はけが悪いのか，

わだちになっているといった現状であったかと思っております。 
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○議長（篰 公一君） 森本議員。 

○８番（森本 守君） 現場は，余りにも観光地と言える状態でないように思いま

す。いろいろ今イベントがいっぱいでありますが，ロマンの会のほうでもお寺めぐり

みたいなことで，星の岩屋から仏石，それから中山の寺を回ってくるようなことも毎

年イベントとしてされております。 

 そこで，車で来る人は，仏石の場合は中山へおりる道は，あの道は素人が入ったら

もうムジナの穴っていうぐらいあるところで急に曲がって，身動きがとれんようなと

ころが２カ所あります。四駆でない普通の車ではあそこは入れないように立て札をし

ておかないと，事故のもとになると思います。そういうところから，また星の岩屋も

仏石も一部ですが，お年寄りの方がお寺とかほこらのあるところへ行くのに，足元に

危険なところがあります。手すりがあったらいいのではないかと思うのですが，どの

ように思いますか。 

○議長（篰 公一君） 海川産業交流課長。 

○産業交流課長（海川好史君） まず，１点目の中山のほうに仏石からおりていく町

道についてということですけれども，実際に仏石から中山の町道へ向いて下へおりて

いけることにはなっておりますけれども，林道と比べれば幅員も狭く，一般的に知ら

なかった町外の方等が仏石に来たときに，そちらへおりたのでは迷い込むおそれがあ

るというふうに思っております。 

 それから，星の岩屋につきましては，安全性という話ですけれども，現状林道から

星の岩屋へ向かってはコンクリートで薄く舗装がされておると思っております。しか

し，急峻で細いといったところもありますので，安全対策は万全かと言われれば，万

全の対策の状態にはなってないのでないかなというふうに認識をしております。 

○議長（篰 公一君） 手すり。 

○産業交流課長（海川好史君） 星の岩屋のほうの手すりにつきましては，手すりが

あったほうがより安全に通行ができるというふうに考えます。 

 それから，看板については，今以上の大きい見やすい看板が設置できれば，車の中

からでもすぐにわかるような大きな看板が設置できればというふうに考えておりま

す。町としてどうするかという話につきましては，ちょっと所有者，地権者，また施

設の管理者等とも十分に協議をしまして，安全対策等が必要なかどうかも含めて協議
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ができたらというふうに考えております。 

 もう一点，星の岩屋に対しましても仏石にいたしましても，人工物を設置したら景

観上の配慮も必要でないのかなというふうにも考えております。 

○議長（篰 公一君） 森本議員。 

○８番（森本 守君） やっぱり，安全を重視した政策を考えてほしいと思います。 

 仏石の場合は，駐車場というスペースはあるんですが，田んぼの中みたいなように

なっておりまして，車は入っていけない状態であります。ほかにもたくさんの指定さ

れた場所があるんですが，そこまでなかなか私も確認ができておりませんが，安全性

に問題があるところは改造していかなければいけないんではないかと思うんです。そ

して，勝浦町を広めていくためにはよその人に来てもらわなければいけない，来てよ

かったなと思ってもらわなければいけないのであります。そのために，ただイベント

をするだけではなしに，いろんないわれを書いてある本を基準にして，ボランティア

で案内ができるような人の養成をしたらどうかと思うんですが，どうですか。 

○議長（篰 公一君） 海川産業交流課長。 

○産業交流課長（海川好史君） ボランティア等を活用してということでよかったで

すか。 

 今現在，観光案内について，観光ボランティアの育成等を，活性化協会の中でも育

成の講座，勉強会を進めたりという形でボランティアの育成を進めておるところでご

ざいますので，そういったところで観光地を案内できるようなボランティアの育成に

ついても進めていきたいというふうに考えております。 

○議長（篰 公一君） 森本議員。 

○８番（森本 守君） 今ほういう養成をしかけておるということでありますが，ぜ

ひとも，せっかく本も２冊出されておりますので，こういうのをどんどん利用して，

いいお話ができるようなボランティアを育ててほしいと思います。 

 それからまた，あっちこっちでいっぱいイベントがあります。この間もトラック市

と専門学校の学園祭がありました。ちょうど日が重なっていて，お客さんがどう流れ

たのか私もはっきりは確認できていないんですが，何か感じとしては星谷のトラック

市のほうが華やかだったんではないかと思います。そういうことで，お客さんの取り

合いにならないように，重複をできるだけしないようにトータルしたイベントの計画
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を考えていただきたいと思います。例えば，上勝町の場合は千年の森という県の施設

がありまして，そこから年に３回か４回か，イベントの案内と結果の報告みたいなん

が私の家にも届いております。また，つるぎ町におきましては，巨樹めぐりとかとい

うんでうちの嫁はんが10年ぐらい前に１回行っただけなのに，毎年毎年案内状が来て

おります。そのほかに，石井町とかいろんな情報のパンフレットを送ってきてくれま

す。そういうふうにして，よそからのお客さんの受け入れをしていくという一つの手

と思いますが，そのようなことは勝浦町はどのぐらいできているのですか。 

○議長（篰 公一君） 海川産業交流課長。 

○産業交流課長（海川好史君） 情報発信の話なんだろうと思います。町といたしま

しては，十分ではございませんが町のホームページや道の駅のホームページ，また活

性化協会のＳＮＳなどを活用しております。そのほかにも，冊子といたしまして，町

の観光ガイドブックやアウトドアの案内のほか，イベントや物産フェア時に町外でも

ＰＲを実施しておるといった状況でございます。 

○議長（篰 公一君） フォローは。 

○産業交流課長（海川好史君） その後のフォローにつきましては，現在ダイレクト

メールを頻繁に送るといったような後のフォローというのは，現在のところできてい

ないといった状況でございます。 

○議長（篰 公一君） 森本議員。 

○８番（森本 守君） イベント自体が重複したりしないように，できるだけ一元化

できたような，今Ｋ－Ｆｒｉｅｎｄｓとか，またこっちのなにもできてましたんで，

坂本とかあっちこっちから情報が出とんでは，やはり一本化したほうがいいと思うん

ですが，その点についてどのように思いますか。 

○議長（篰 公一君） 海川産業交流課長。 

○産業交流課長（海川好史君） 情報の一元化でございますが，今現在町内でも，そ

れぞれのイベント主体が年間を通じたイベントを実施していただいておるといったと

ころで，今後そういった情報について，情報誌とかホームページ上，ＳＮＳ上も含め

まして，年間を通じてこういったイベントが開催されておるといったような情報を提

供できるようにしていきたいというふうに考えております。 

○議長（篰 公一君） 森本議員。 
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○８番（森本 守君） １カ所からイベントの情報が出るようにできたらいいなと思

います。 

 次に参ります。 

 墓地の新設ということでお伺いいたします。本来は副町長に聞きたかったんです

が，長期休養ということで町長にお伺いいたします。 

 町に決まりがないということから，県の条例に従ってということでありますが，県

の条例というのは大体どうなっておるのか。大体のことでもわかればお知らせ願いま

す。 

○議長（篰 公一君） 野上町長。 

○町長（野上武典君） 墓地を新設する場合におきましては，墓地埋葬等に関する法

律で，県が県知事の許可を受けて墓地を新設するということとなっていると伺ってお

ります。所管の事務は，今勝浦町であれば東部保健福祉局徳島保健所の所管となって

おりますが，これは最近においては霊園とかそういった場所について許可を得るとい

うものであって，個人個人が墓地を新設するというところについては非常に難しいん

ではないかというふうに思われます。 

 以上でございます。 

○議長（篰 公一君） 森本議員。 

○８番（森本 守君） 私が若いときに聞いたことがあるんですけども，個人で墓地

をつくるときには100メートル以内の住民からの承諾を得ないかんというようなこと

が言われておったと思います。今は全部火葬になって土葬はありませんので，そんな

怖いものではないと思うんですけれども，墓地をつくりたいと思っている人もあるよ

うでありますので，例えばの話として，ある日通学路の横で何か工事をしておると。

そして，数日たって見ると，いつの間にかお墓に変わっていたと。そこを通学する小

学生また中学生の女の子たち，子供たちは，夕方そこを通るのが怖いのでおばあさん

迎えに来てよと，こんなことになる可能性があると私は思います。 

 そこで，町として県の条例だから県に聞いてくれというんではなしに，町長は安

全・安心をモットーにしておる町長でございます。やっぱり，安心して通れる場所に

していかなければならないと思います。維持しなければならない，そのためには，県

の条例は大体大きな墓地団地みたいな設備のことを言うておるようでありますが，個
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人のする，施主が知らなくてつくる場合があると思いますので，町民みんながこうい

う法律というか条例があるんだよということを知ってもらう必要があると思うのです

が，どないですか。 

○議長（篰 公一君） 野上町長。 

○町長（野上武典君） 施策としては県の許可事務ということになろうかとは思うん

ですが，こういったことは住民誰もがしているわけではない。そういったことで，必

要があるならば勝浦町の手段を使って，勝浦町の住民に周知するというようなことも

必要になってくるかと思います。広報なりで，そういったもので必要なときが来まし

たら掲載もして，町民への周知を図るというようなことも考えていかなければならな

いかというふうに思います。 

 以上でございます。 

○議長（篰 公一君） 森本議員。 

○８番（森本 守君） こういう話は大体知らない人がかなりおると思いますので，

こういうことがあるということでみんなにわかっていただいておかないと，先で問題

になって困ることがあると思いますので，ぜひとも広報等で１回お知らせの場面をつ

くっていただきたいと思います。 

 次に参ります。 

 企業誘致についてお伺いいたします。 

 産業交流課長に，辻本製作所操業は順調にいっているのかお伺いいたします。 

○議長（篰 公一君） 海川産業交流課長。 

○産業交流課長（海川好史君） 辻本製作所のことでございますが，本格的には会社

に確認をいたしましたところ，９月からの本格稼働ということを確認をしておりま

す。現状といたしまして，引き続き人材は募集している状況であるというふうに聞い

ております。勝浦工場では，責任者の話では現状として特に急いだ問題はないという

ふうに確認もいたしております。勝浦工場では，製造部門と県内羽ノ浦にも工場があ

るわけですが，県内資材の物流拠点，倉庫としての２面性で稼働しておるといった状

況でございます。 

○議長（篰 公一君） 森本議員。 

○８番（森本 守君） 勝浦工場には何人雇用されておるのか，お伺いいたします。 
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○議長（篰 公一君） 海川産業交流課長。 

○産業交流課長（海川好史君） 勝浦工場，船井の跡地でございますが現在12名の社

員がおり，町内雇用者はちなみに２名を雇用しておるということでございます。 

○議長（篰 公一君） 森本議員。 

○８番（森本 守君） 12名の雇用で，町内の人が２人ということ，何か私のところ

に入った情報では，募集をかけても人が来ないんだというようなことが言われておる

というように聞いたんですが，そのようなことはあるんかないんかお伺いいたしま

す。 

○議長（篰 公一君） 海川産業交流課長。 

○産業交流課長（海川好史君） 現在も引き続き人材募集という状況であることでご

ざいますが，実際には製造部門で細かい作業を実施するときに，手先の器用な人とか

若い方というものを選んでおるといった状況であり，研修をしていただいて適性を見

きわめてから雇用しているというような状況を聞いております。 

○議長（篰 公一君） 森本議員。 

○８番（森本 守君） 勝浦工場は，材料の倉庫みたいなように使っておるというよ

うなことであります。かつて，船井電機が盛んにしていたころはたくさんの工員が勝

浦町におりまして，夕方になると杉屋さんなんかは華やかな人であふれておりまし

た。そのような活気ある町にするためには，この辻本製作所に頑張っていただいて，

どんどん作業員もふやしていただいて，もとの船井電機のような活躍ができますよう

に育てていくのが町の仕事だと私は思うんですが，町長としてそのような方向に進め

ていただけるかどうかお伺いいたします。 

○議長（篰 公一君） 野上町長。 

○町長（野上武典君） 企業誘致につきましては，こういった勝浦町の町内の労働者

が働ける場所ということで非常にありがたいことと，それに対して町といたしまして

も支援は惜しまないというふうに考えておりますが，今いかんせんなかなか職を求め

る人が今少ない状況というか，失業率でなくて，有効求人倍率のほうが非常に高くな

っておりまして，いろいろなところの職場があるというような状況で，また今回辻本

製作所につきましても，ある一定の年齢の若い女性の方で，手先の器用な方というよ

うなことを望むというようなところがあって，なかなか雇用につながらなかったとい
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うようなのが現状でなかろうかというふうに思っております。ただ，町に支援は求め

てきていただけるものがありましたら，十分に支援していきたいというふうに考えて

おります。 

 以上でございます。 

○議長（篰 公一君） 森本議員。 

○８番（森本 守君） ぜひとも支援をして，大きく大きく育てていただきたいと思

います。 

 次に参ります。 

 第65回徳島駅伝についてお伺いいたします。まず，事務局はどこにあるのですか。 

○議長（篰 公一君） 笹山教育委員会事務局長。 

○教育委員会事務局長（笹山芳宏君） 今年度と来年度，徳島駅伝の事務局は上勝町

の教育委員会事務局でございます。 

○議長（篰 公一君） 森本議員。 

○８番（森本 守君） 上勝町は，選手はほとんどおらないけれども，やはり町村会

ということで上勝町が事務局に当たっておるということで，ことしと来年ということ

は，来春の徳島駅伝も上勝町が事務局ということであります。そうならば，勝浦町は

何もせんでもええんかということになりますが，実際徳島駅伝は選手もコースも勝浦

町であります。だから，事務局がなくても勝浦町が主になってするぐらいの力量を発

揮していただけなければ，なかなか徳島駅伝は盛大に終わることができないのではな

いかと思いますが，その点についていかがですか。 

○議長（篰 公一君） 笹山事務局長。 

○教育委員会事務局長（笹山芳宏君） 毎回ではございますが，事務局といいまして

も代表の町長とか名前が変わるぐらいの話で，実際の労力的にはいつも同じような，

自分のところでするようなぐらいの，双方ともが協力をし合ってやっております。た

またま代表者の名前が変わるというふうなことで，議員の心配のようなことはないと

思われます。 

 以上です。 

○議長（篰 公一君） 森本議員。 

○８番（森本 守君） 65回という，勝浦町は５年に１回徳島駅伝のコースに指定さ
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れております。ちょうど来春の65回大会が那賀コースと勝浦コースの選定になってお

ると思うんですが，勝浦コースになった場合に関門審判というのが地元で要ります。

出発するところは３人ほどでいけるんですが，中角の関門についてはかなりの人数の

審判員が要ります。そうしないと，なかなか記録がはっきりとれなかったりすること

がありますので，その関門審判を日教役員らとともに勝浦町の職員の方からも選んで

いただきまして，やっていただきたいと思います。また，前回のときは議員も皆よっ

てに自分のところで縫いぐるみを着たり，旗を振ったりということで応援させていた

だきました。また，今回もそういう何か議員としても考えると思いますが，各地で横

瀬では長い長い横断幕をつくったり，また中角のほうでも各地でそういうイベントを

されて歓迎しております。いつも徳島新聞には勝浦の応援ぶりを評価していただいて

おります。また，来春にもそういう大きい盛大な応援ができることを期待いたしてお

ります。 

 次に参ります。 

 町の文化祭についてお伺いいたします。 

 まず，マンネリ化を防ぐための対策というのは持っておるのかどうか，教育長にお

伺いいたします。 

○議長（篰 公一君） 市川教育長。 

○教育長（市川公雄君） これは以前から森本議員よりご質問いただいて，町民の方

で例えば県の大きな大会，県展でありますとか，子供の県展に入賞した作品をこの勝

浦の町の文化祭のほうにもう一度出していただいたりしてもまいりました。また，

小・中学生の児童・生徒の作品，これは夏休みの宿題であったりとか，授業時につく

った作品なども可能な限り展示していただいたりしておりました。また，ことしの１

月の文化祭では，絵画や習字だけでなく，パッチワークや手芸品等さまざまな種類の

作品もご出展いただきまして，来場された方にもちょっと楽しんでいただけたのでは

ないかと考えております。 

 今後も，さまざまな種類の作品を展示できるように募集もし，配置も工夫をしなが

ら，文化協会，文化部門に所属されてる方の発表の場ともありますし，私も立場的に

言いますと，小・中学生の日ごろの勉強の成果を発表する一つのよい機会ではないか

ということも捉えられますので，この時期になったら作品を置いといてよというふう
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なことも早目に連絡させていただいて，当日できるだけ多くの方に見ていただくよう

な機会となればと考えております。また，今後ともいろいろなアイデア等がございま

したら，ぜひお教えいただきましたらと思います。よろしくお願いします。 

 以上です。 

○議長（篰 公一君） 森本議員。 

○８番（森本 守君） 毎年，こども県展というのが同じ場所であるので見させてい

ただいておりますが，ことしは台風のおかげでボランティアばかりに明け暮れて，そ

れも見に行くことができませんでした。勝浦町で県展に入賞された方も，新聞で見た

らあるようでございます。そういう人の作品も見せていただいたらと思います。こと

しも，ぜひともそういう作品，展示コーナーをつくってほしいと思います。こども県

展にしても，勝浦町からかなりの人が入賞されております。そういうのも同時に飾っ

ていただきたいと思います。 

 それから，ことしは恐竜の化石が出たということで，夏に化石展が毎年されておる

んですが，それだけでは町民みんながそれだけを見に来るということは割と少ないよ

うでありますので，文化祭に合わせて恐竜の化石の展示コーナーができたらええので

はないかと思います。できるならば本物で，できないならレプリカでもこういうもの

じゃという説明をつけて，町民みんなに関心を持ってもらえるような方向にしたらど

うかと思うんですが，いかがでしょうか。 

○議長（篰 公一君） 市川教育長。 

○教育長（市川公雄君） 今回発掘されました恐竜の歯の化石は，今後福井県立恐竜

博物館に送りまして，そこでクリーニング等を行い，レプリカ作成業者と協議の上レ

プリカを作成する，化石を選定するというふうな予定と聞いております。その後に，

見積もりに基づき国や県とともにレプリカを作成する，化石を決定するようになろう

かと思います。１点当たりが，聞くところによりますと十数万円の費用が予想されま

すので，本町といたしましては，今回は最も大きいわかりやすい歯の化石のレプリカ

の作成を検討しているところでございます。レプリカ作成決定後には，補正予算の計

上をまたお願いするようになろうかと思います。そういうことでございます。 

 今回発見の化石につきましては，レプリカの完成が間に合わないことも予想されま

すとともに，展示用のケースを保健センターに持ち込むことが物理的に，また保安上
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問題がないかというあたりも今後の検討課題と考えております。文化祭は文化協会の

主催でもございますので，恐竜化石の展示につきましては，文化祭に展示することの

是非とあわせまして，役員の方とも今後もよく協議させていただきながら，ぜひ実現

させていきたいというふうな考えでおります。 

 以上です。 

○議長（篰 公一君） 森本議員。 

○８番（森本 守君） せっかく恐竜の化石が出たということで，これからどんどん

町民の皆さんにもわかっていただけるようにできることならしていただきたいと思い

ます。 

 以上，５点の質問をしてきました。これから年末にかけての駅伝と文化祭が盛大に

できますことを祈念いたしまして，また次の来年の３月の最終質問に備えて，私も健

康で頑張れるようにしていきますので，また今後ともよろしゅうお願いします。あり

がとうございました。 

○議長（篰 公一君） 以上で８番議員森本守君の一般質問は終了いたしました。 

 本日の日程は全て終了いたしました。 

 これにて散会いたしますが，議員の方は45分より協議事項がございますので，議員

控室のほうにお願いしたいと思います。 

 あすは９時半から再開いたします。よろしくお願いします。 

            午後３時30分 散会 

 

 


